










な
か
っ
た
。受
験
者
数
は
新
卒
者
と
既
卒
者

の
合
計（
総
数
）で
１
６
０
３
人
、合
格
者
数

１
３
５
４
人
、合
格
率
は
84
・
５
％
と
昨
年
の

合
格
率
84
・
３
％
と
ほ
ぼ
同
数
。１
９
９
２（
平

成
４
）年
度
の
１
回
目
の
試
験
か
ら
80
％
以
上

の
合
格
率
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
の
教
員
は
、「
年

度
に
よ
っ
て
問
題
の
難
易
度
は
若
干
上
下
し

ま
す
が
、通
常
の
授
業
を
し
っ
か
り
こ
な
し
さ

え
す
れ
ば
合
格
点
が
と
れ
る
問
題
だ
と
思
い

ま
し
た
」と
語
る
。

　

は
り
師
の
受
験
参
加
校
は
１
６
６
校
で
昨
年

よ
り
も
２
校
減
。受
験
者
数
４
５
２
８
人
、合
格

者
数
３
０
３
２
人
、合
格
率
67
・
０
％
と
昨
年
の

合
格
率
よ
り
も
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
も
少
な
く
合
格

率
は
過
去
最
低
に
な
っ
た
。き
ゅ
う
師
も
受
験
参

● 第16回～第25回あマ指師国家試験合格率推移　

● 第16回～第25回はり師国家試験合格率推移　
　

本
誌
で
は
、例
年
通
り
学
校
別
の
受
験
者

数
、合
格
者
数
、合
格
率
を
掲
載
す
る
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
受
験
に
参

加
し
た
学
校
は
89
校
で
前
回
よ
り
も
１
校
少

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師・

は
り
師・き
ゅ
う
師

柔
道
整
復
師
国
家
試
験
が
北
海
道
、宮
城
県
、東

京
都
、石
川
県
、愛
知
県
、大
阪
府
、広
島
県
、香
川

県
、福
岡
県
お
よ
び
沖
縄
県
の
10
地
区
11
会
場

（
東
京
２
会
場
）で
行
わ
れ
た
。合
格
発
表
は
三
者

と
も
３
月
28
日
14
時
か
ら
厚
生
労
働
省
は
掲
示

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、東
洋
療
法
と
柔
道
整
復
の
各

研
修
試
験
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国
家
試
験
は
、

２
月
25
日
に
晴
眼
者
は
宮
城
県
、東
京
都
、愛
知

県
、大
阪
府
、香
川
県
、鹿
児
島
県
の
６
会
場
で
、

視
覚
障
害
者
は
47
都
道
府
県
の
48
会
場（
北
海
道

２
会
場
）で
行
わ
れ
た
。は
り
師
、き
ゅ
う
師
の
国

家
試
験
は
翌
26
日
、晴
眼
者
は
北
海
道
、宮
城
県
、

東
京
都
、
新
潟
県
、

愛
知
県
、大
阪
府
、広

島
県
、香
川
県
、福
岡

県
、鹿
児
島
県
、沖
縄

県
の
11
会
場
、視
覚

障
害
者
は
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

と
同
じ
47
都
道
府
県

の
48
会
場
で
行
わ
れ

た
。３
月
５
日
に
は

● 第25回国家試験合格率
受験者数 合格者数 合格率

あマ指師

はり師

きゅう師

柔道整復師

1,603

4,528

4,444

6,727

1,354

3,032

3,010

4,274

84.5%

67.0%

67.7%

63.5%

受験者数 合格者数 合格率
第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

2,020

1,854

1,839

1,849

1,777

1,835

1,747

1,792

1,687

1,603

1,772

1,565

1,563

1,609

1,495

1,584

1,466

1,549

1,422

1,354

87.7%

84.4%

85.0%

87.0%

84.1%

86.3%

83.9%

86.4%

84.3%

84.5%

受験者数 合格者数 合格率
第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

5,561

5,354

5,283

5,483

5,015

5,157

5,036

4,976

4,775

4,528

4,347

4,216

3,990

4,553

3,651

4,005

3,892

3,808

3,504

3,032

78.2%

78.7%

75.5%

83.0%

72.8%

77.7%

77.3%

76.5%

73.4%

67.0%

● 第16回～第25回きゅう師国家試験合格率推移　
受験者数 合格者数 合格率

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

5,539

5,320

5,262

5,499

4,996

5,235

4,998

4,893

4,732

4,444

4,344

4,171

3,939

4,595

3,498

4,138

3,946

3,773

3,550

3,010

78.4%

78.4%

74.9%

83.6%

70.0%

79.0%

79.0%

77.1%

75.0%

67.7%
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柔道整復師の合格率は３年連続過去最低。はり・きゅう師も過去最低合格率。



● 第25回 はり師国家試験　学校別合格状況

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
筑波技術大学

明治国際医療大学 

関西医療大学 

帝京平成大学 

鈴鹿医療科学大学 

森ノ宮医療大学 

東京有明医療大学 

常葉大学（浜松大学）

九州看護福祉大学 

宝塚医療大学

倉敷芸術科学大学

北海道鍼灸専門学校 

赤門鍼灸柔整専門学校 

国立障害者
リハビリテーションセンター 

東京医療専門学校 

東洋鍼灸専門学校 

東京医療福祉専門学校 

東京衛生学園専門学校 

日本鍼灸理療専門学校 

国際鍼灸専門学校 

関東鍼灸専門学校 

湘南医療福祉専門学校 

神奈川衛生学園専門学校 

東海医療学園専門学校 

呉竹鍼灸柔整専門学校 

専門学校名古屋鍼灸学校 

中和医療専門学校 

京都仏眼鍼灸理療専門学校 

大阪行岡医療専門学校長柄校

明治東洋医学院専門学校

52.9%

53.6%

57.3%

45.6%

72.7%

74.6%

91.3%

54.5%

50.0%

41.2%

12.5%

63.6%

57.3%

35.7%

85.7%

74.1%

72.3%

86.7%

67.5%

72.2%

43.9%

68.4%

81.2%

51.7%

96.2%

92.6%

65.5%

73.8%

46.7%

58.3% 

9

30

43

62

16

47

21

12

27

7

2

14

43

10

84

100

47

52

143

39

18

26

56

30

75

25

74

31

43

60

17

56

75

136

22

63

23

22

54

17

16

22

75

28

98

135

65

60

212

54

41

38

69

58

78

27

113

42

92

103

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
関西医療学園専門学校 

森ノ宮医療学園専門学校 

四国医療専門学校 

福岡視力障害センター 

鹿児島鍼灸専門学校 

了徳寺学園医療専門学校 

神戸東洋医療学院 

福岡医療専門学校 

札幌青葉鍼灸柔整専門学校 

中央医療学園専門学校 

専門学校浜松医療学院 

IGL医療福祉専門学校 

北海道メディカル・
スポーツ専門学校 

福島医療専門学校 

日本健康医療専門学校

日本工学院八王子専門学校 

日本医学柔整鍼灸専門学校 

東京メディカル・
スポーツ専門学校 

国際東洋医療学院 

東洋医療専門学校 

履正社医療スポーツ専門学校 

平成医療学園専門学校 

朝日医療大学校

岐阜保健短期大学医療専門学校 

大阪医療技術学園専門学校 

福岡天神医療リハビリ専門学校 

九州医療専門学校 

新宿鍼灸柔整歯科衛生専門学校 

国際メディカル専門学校 

64.3% 

56.6% 

79.1% 

40.0% 

61.1% 

79.1% 

44.7% 

100.0% 

71.7% 

69.7% 

80.0% 

76.2% 

60.6% 

100.0% 

97.7% 

73.5% 

57.8% 

80.0% 

35.6% 

70.1% 

48.1% 

80.7% 

72.4% 

40.0% 

31.1% 

50.0% 

100.0% 

96.8%

78.9% 

54

69

53

6

22

34

17

52

38

23

20

16

20

15

42

25

48

40

26

47

13

46

42

6

14

17

21

61

15

84

122

67

15

36

43

38

52

53

33

25

21

33

15

43

34

83

50

73

67

27

57

58

15

45

34

21

63

19

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名

トライデントスポーツ
医療看護専門学校 

ユマニテク医療福祉大学校

福岡医健専門学校 

横浜医療専門学校 

信州医療福祉専門学校 

京都医健専門学校 

九州保健福祉大学
総合医療専門学校 

盛岡医療福祉専門学校 

育英メディカル専門学校 

大分医学技術専門学校 

大阪ハイテクノロジー専門学校 

お茶の水はりきゅう専門学校

専門学校名古屋医専 

朝日医療専門学校広島校 

長崎柔鍼スポーツ専門学校

こころ医療福祉専門学校 

呉竹医療専門学校 

金沢医療技術専門学校

静岡医療学園専門学校

専門学校大阪医専 

河原医療福祉専門学校 

九州医療スポーツ専門学校 

近畿医療専門学校 

沖縄統合医療学院

名古屋医健スポーツ専門学校

こころ医療福祉専門学校
佐世保校

68.2% 

66.7% 

76.2% 

72.5% 

70.8% 

90.5% 

50.0% 

67.6% 

88.9% 

54.2% 

63.4% 

57.7% 

40.0% 

69.7% 

59.3% 

66.7% 

91.5% 

64.7% 

95.2% 

78.3% 

77.1% 

59.5% 

72.7% 

74.1% 

87.9% 

70.6% 

30

10

32

29

17

57

10

25

16

13

26

15

18

23

16

24

75

11

20

18

27

22

16

20

29

12

44

15

42

40

24

63

20

37

18

24

41

26

45

33

27

36

82

17

21

23

35

37

22

27

33

17

● 第25回  あん摩マッサージ指圧師 国家試験学校別合格状況

の
選
択
肢
の
中
に
も
読

解
力
が
必
要
な
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。今
回
の

試
験
に
つ
い
て
読
解
力

の
あ
る
学
生
は『
難
し

く
な
か
っ
た
』と
言
い
、

読
解
力
が
乏
し
い
学
生

は『
難
し
か
っ
た
』と
言

う
。読
解
力
の
あ
る
学

生
と
な
い
学
生
で
合
否

が
分
か
れ
ま
し
た
ね
」。

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
筑波技術大学

筑波大学附属視覚特別支援学校

宮城県立視覚支援学校

埼玉県立特別支援学校塙保己一学園

千葉県立千葉盲学校

愛知県立名古屋盲学校

愛知県立岡崎盲学校

大阪府立大阪北視覚支援学校

宮崎県立明星視覚支援学校

福岡県立福岡高等視覚特別支援学校

赤門鍼灸柔整専門学校 

国立障害者
リハビリテーションセンター 

東京医療専門学校 

東洋鍼灸専門学校 

東京医療福祉専門学校 

東京衛生学園専門学校 

日本鍼灸理療専門学校  

75.0%

92.3%

54.5%

70.0%

75.0%

61.5%

40.0%

76.9%

25.0%

50.0%

91.5%

59.3%

100.0%

96.6%

97.6%

100.0%

91.5%

12

12

6

7

9

8

4

10

3

7

43

16

55

57

40

56

119

16

13

11

10

12

13

10

13

12

14

47

27

55

59

41

56

130

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
長生学園

日本指圧専門学校 

国際鍼灸専門学校 

湘南医療福祉専門学校

神奈川衛生学園専門学校 

東海医療学園専門学校 

呉竹鍼灸柔整専門学校 

専門学校名古屋鍼灸学校 

中和医療専門学校 

京都仏眼鍼灸理療専門学校 

京都府立視力障害者福祉センター

大阪行岡医療専門学校長柄校 

関西医療学園専門学校 

神戸視力障害センター

四国医療専門学校 

福岡視力障害センター

鹿児島鍼灸専門学校 

呉竹医療専門学校

71.6%

88.1%

100.0%

90.0%

98.4%

81.0%

100.0%

96.3%

88.7%

95.2%

53.8%

87.0%

90.0%

81.8%

100.0%

57.1%

100.0%

98.3%

78

104

44

18

62

34

58

26

63

40

7

47

27

9

25

8

25

58

109

118

44

20

63

42

58

27

71

42

13

54

30

11

25

14

25

59

加
校
１
６
６
校
で
昨
年
よ
り
も
１
校
減
。受
験
者

数
４
４
４
４
人
、合
格
者
数
３
０
１
０
人
、合
格

率
67
・
７
％
で
、き
ゅ
う
師
も
は
り
師
同
様
、過
去

最
低
の
合
格
率
に
な
っ
た
。

　

は
り
、き
ゅ
う
の
教
員
は
今
回
の
試
験
に
つ

い
て
、「
合
格
率
が
大
幅
に
下
が
っ
た
の
は
問

題
の
難
易
度
が
上
が
っ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。昨
年
か
ら
の
傾
向
で
す
が
読
解
力
が
必

要
な
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。問
題
そ
の
も
の
の
意
味
が
分
か
ら
な

い
学
生
も
い
た
と
聞
き
ま
す
。さ
ら
に
、解
答
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少
な
く
、普
通
に
勉
強
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て

は
容
易
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。た
だ
、教
科
書
を
見

て
も
答
え
が
分
か
ら
な
い
問
題
も
出
て
い
ま
し
た

ね
。こ
れ
ら
の
問
題
は
解
答
の
選
択
肢
の
１
つ
ず

つ
の
正
誤
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
が
導

か
れ
ま
す
。は
り
・
き
ゅ
う
の
試
験
問
題
に
い
わ
ゆ

る〝
ひ
っ
か
け
問
題
〞は
少
な
い
で
す
が
、柔
整
に

は
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
問
題
は
何
を
聞
い

て
い
る
の
か
自
分
で
想
像
し
、考
え
な
が
ら
解
答

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
最
近
の
学
生

は
こ
れ
が
苦
手
な
人
が
多
い
。合
格
率
の
低
下
傾

向
は
続
く
と
思
い
ま
す
。今
後
の
国
家
試
験
対
策

と
し
て
学
生
に
想
像
力
、考
え
る
力
を
つ
け
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
」

　

柔
道
整
復
師
、は
り
師
・
き
ゅ
う
師
の
養
成

校
や
学
部
が
増
加
し
総
定
員
数
が
増
え
た
こ

● 第25回 きゅう師国家試験　学校別合格状況

柔
道
整
復
師

● 第16回～第25回柔道整復師国家試験合格率推移

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
筑波技術大学

明治国際医療大学 

関西医療大学 

帝京平成大学 

鈴鹿医療科学大学 

森ノ宮医療大学 

東京有明医療大学 

常葉大学（浜松大学）

九州看護福祉大学 

宝塚医療大学

倉敷芸術科学大学

北海道鍼灸専門学校 

赤門鍼灸柔整専門学校 

国立障害者
リハビリテーションセンター 

東京医療専門学校 

東洋鍼灸専門学校 

東京医療福祉専門学校 

東京衛生学園専門学校 

日本鍼灸理療専門学校 

国際鍼灸専門学校 

関東鍼灸専門学校 

湘南医療福祉専門学校 

神奈川衛生学園専門学校 

東海医療学園専門学校 

呉竹鍼灸柔整専門学校 

専門学校名古屋鍼灸学校 

中和医療専門学校 

京都仏眼鍼灸理療専門学校 

大阪行岡医療専門学校長柄校 

52.9%

57.1%

51.4%

43.7%

69.6%

75.8%

91.3%

52.4%

50.9%

41.2%

12.5%

63.6%

62.5%

39.3%

86.7%

73.9%

68.8%

90.0%

67.8%

73.6%

45.0%

71.4%

79.7%

53.6%

98.7%

92.6%

66.7%

84.2%

46.2%

9

28

38

59

16

47

21

11

27

7

2

14

45

11

85

99

44

54

141

39

18

25

55

30

77

25

74

32

42

17

49

74

135

23

62

23

21

53

17

16

22

72

28

98

134

64

60

208

53

40

35

69

56

78

27

111

38

91

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
明治東洋医学院専門学校 

関西医療学園専門学校 

森ノ宮医療学園専門学校 

四国医療専門学校 

鹿児島鍼灸専門学校 

了徳寺学園医療専門学校 

神戸東洋医療学院 

福岡医療専門学校 

札幌青葉鍼灸柔整専門学校 

中央医療学園専門学校 

専門学校浜松医療学院 

IGL医療福祉専門学校 

北海道メディカル・
スポーツ専門学校 

福島医療専門学校 

日本健康医療専門学校

日本工学院八王子専門学校 

日本医学柔整鍼灸専門学校 

東京メディカル・
スポーツ専門学校 

国際東洋医療学院 

東洋医療専門学校 

履正社医療スポーツ専門学校 

平成医療学園専門学校 

朝日医療大学校

大阪医療技術学園専門学校 

福岡天神医療リハビリ専門学校 

九州医療専門学校 

新宿鍼灸柔整歯科衛生専門学校 

国際メディカル専門学校 

55.7%

64.6%

56.7%

83.1%

65.7%

77.3%

54.3%

100.0%

74.5%

69.7%

80.0%

75.0%

60.0%

100.0%

97.7%

70.6%

56.5%

81.3%

39.7%

69.7%

54.2%

78.9%

73.7%

33.3%

50.0%

100.0%

98.4%

72.2%

54

51

68

54

23

34

19

52

38

23

20

15

21

15

42

24

48

39

29

46

13

45

42

15

17

21

61

13

97

79

120

65

35

44

35

52

51

33

25

20

35

15

43

34

85

48

73

66

24

57

57

45

34

21

62

18

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名

トライデントスポーツ
医療看護専門学校 

ユマニテク医療福祉大学校

福岡医健専門学校 

横浜医療専門学校 

信州医療福祉専門学校 

京都医健専門学校 

九州保健福祉大学
総合医療専門学校 

盛岡医療福祉専門学校 

育英メディカル専門学校 

大分医学技術専門学校 

大阪ハイテクノロジー専門学校 

お茶の水はりきゅう専門学校

専門学校名古屋医専 

朝日医療専門学校広島校 

長崎柔鍼スポーツ専門学校

こころ医療福祉専門学校 

呉竹医療専門学校 

金沢医療技術専門学校

静岡医療学園専門学校

専門学校大阪医専 

河原医療福祉専門学校 

九州医療スポーツ専門学校 

近畿医療専門学校 

沖縄統合医療学院

名古屋医健スポーツ専門学校

こころ医療福祉専門学校
佐世保校

70.5%

66.7%

75.6%

73.7%

66.7%

91.9%

62.5%

69.4%

88.9%

56.5%

68.3%

57.7%

43.2%

72.7%

61.5%

65.8%

90.4%

61.1%

90.5%

78.3%

87.5%

58.3%

72.7%

74.1%

87.9%

76.5%

31

10

31

28

16

57

10

25

16

13

28

15

19

24

16

25

75

11

19

18

28

21

16

20

29

13

44

15

41

38

24

62

16

36

18

23

41

26

44

33

26

38

83

18

21

23

32

36

22

27

33

17

　

柔
道
整
復
師
の
合
格
率

は
前
回
に
引
き
続
き
過
去

最
低
を
記
録
し
た
。

　

受
験
者
数
は
６
７
２
７

人
、合
格
者
数
４
２
７
４

人
。合
格
率
は
63
・
５
％
で

前
回
の
合
格
率
よ
り
も
さ

ら
に
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
。

　

受
験
に
参
加
し
た
学
校

は
大
学
が
15
校
、専
門
学

校
が
１
０
１
校
で
合
計

１
１
６
校
と
前
回
と
同
数

だ
が
、受
験
者
数
は
３
９
５

人
減
少
し
、合
格
者
数
も
昨

年
よ
り
も
３
０
９
人
減
少

し
て
い
る
。

　

大
学
と
専
門
学
校
の
合

格
率
を
比
較
し
て
み
る
と

大
学
の
合
格
率
は
総
数
で

67
・
２
％
、専
門
学
校
の
合

格
率
は
63
・
０
％
と
大
学
の

合
格
率
は
若
干
高
い
。新
卒

の
合
格
率
は
82
・
９
％
、既

卒
の
合
格
率
は
22
・
５
％
と

昨
年
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
。

　

学
校
関
係
者
は
今
回
の
試

験
の
難
易
度
に
つ
い
て
、「
今

回
の
試
験
は
全
体
的
に
見
て

も
そ
ん
な
に
難
し
く
な
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。特
に

必
須
問
題
は
難
し
い
問
題
は

受験者数 合格者数 合格率
第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

6,702

6,772

7,156

6,625

6,754

6,503

7,102

6,858

7,122

6,727

5,069

4,763

5,570

4,592

5,227

4,438

5,349

4,503

4,583

4,274

75.6%

70.3%

77.8%

69.3%

77.4%

68.2%

75.3%

65.7%

64.3%

63.5%

8No.55 ／ 2017 ／ Spring

特集1
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(人) (％)受験者数 合格者数 合格率
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● 第25回 柔道整復師国家試験　学校別合格状況 （赤字の学校の受験者は全員既卒者）

● 

掲
載
の
表
に
つ
い
て

受
験
者
数
、合
格
者
数
、合
格
率
は
新
卒
者
と
既
卒

者
を
合
計
し
た
総
数
を
本
誌
で
は
使
用
し
て
い
る
。

あ
マ
指
師
は
受
験
者
数
10
人
未
満
の
学
校
、は
り

師
・
き
ゅ
う
師
は
受
験
者
数
15
人
未
満
の
学
校
は
省

略
し
た
。

全
て
の
受
験
校
は
、W

eb

ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン

（http://www.e-shugi.jp

）で
公
開
し
て
い
る
。

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
帝京平成大学ヒューマンケア学部 

明治鍼灸大学医療技術短期大学部 

明治国際医療大学 

了徳寺大学 

帝京短期大学 

帝京大学 

帝京平成大学地域医療学部 

関西医療大学 

東京有明医療大学 

帝京科学大学
医療科学部柔道整復学科 

帝京科学大学
医療科学部東京柔道整復学科 

常葉大学 

宝塚医療大学 

環太平洋大学

東亜大学

北海道柔道整復専門学校 

日本工学院北海道専門学校 

北海道メディカル・
スポーツ専門学校 

札幌青葉鍼灸柔整専門学校 

北東北東洋医療専門学校 

盛岡医療福祉専門学校 

赤門鍼灸柔整専門学校 

仙台接骨医療専門学校 

東日本医療専門学校 

福島医療専門学校 

郡山健康科学専門学校 

前橋東洋医学専門学校 

育英メディカル専門学校 

さいたま柔整専門学校 

大川学園医療福祉専門学校 

大宮医療専門学院 

東京柔道整復専門学校 

東京医療専門学校 

日本柔道整復専門学校 

大東医学技術専門学校 

帝京医学技術専門学校 

日体柔整専門学校 

了徳寺学園医療専門学校 

日本総合医療専門学校 

81.8%

0.0%

55.6%

78.4%

54.3%

61.1%

70.8%

70.0%

82.6%

62.5%

66.0%

55.6%

41.4%

97.1%

53.3%

64.7%

44.1%

55.1%

52.4%

33.3%

77.5%

52.5%

60.9%

46.7%

76.5%

41.7%

41.9%

100.0%

85.6%

75.0%

51.5%

97.2%

75.8%

65.8%

0.0%

0.0%

73.3%

64.4%

35.5%

81

0

25

76

44

58

51

35

38

10

64

20

24

33

8

33

15

38

66

1

79

21

28

28

52

10

18

32

83

18

34

138

50

52

0

0

55

65

27

99

3

45

97

81

95

72

50

46

16

97

36

58

34

15

51

34

69

126

3

102

40

46

60

68

24

43

32

97

24

66

142

66

79

4

5

75

101

76

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
中央医療学園専門学校

東京メディカル・
スポーツ専門学校 

日本医療ビジネス大学校 

日本健康医療専門学校 

日本工学院八王子専門学校 

日本医学柔整鍼灸専門学校 

関東柔道整復専門学校 

山野医療専門学校 

北豊島医療専門学校 

東京医学柔整専門学校 

新宿鍼灸柔整歯科衛生専門学校 

呉竹鍼灸柔整専門学校 

神奈川柔整鍼灸専門学校 

横浜医療専門学校 

信州医療福祉専門学校 

長野救命医療専門学校 

北信越柔整専門学校 

岐阜保健短期大学医療専門学校 

専門学校浜松医療学院 

静岡医療学園専門学校 

専門学校白寿医療学院 

常葉学園医療専門学校 

米田柔整専門学校 

中和医療専門学校 

保育・介護・ビジネス
名古屋専門学校 

甲賀健康医療専門学校 

京都衛生専門学校 

京都仏眼医療専門学校 

京都医健専門学校 

大阪行岡医療専門学校長柄校 

関西医療学園専門学校 

明治東洋医学院専門学校 

森ノ宮医療学園専門学校 

アムス柔道整復師養成学院 

平成医療学園専門学校 

国際東洋医療学院 

履正社医療スポーツ専門学校 

西日本柔道整復専門学校 

日本統合メディカル専門学校

大阪ハイテクノロジー専門学校 

44.2%

77.0%

20.0%

91.4%

44.7%

38.5%

55.4%

42.6%

60.0%

16.7%

78.0%

90.2%

95.7%

65.0%

64.8%

64.7%

86.0%

43.3%

59.6%

92.5%

100.0%

0.0%

89.2%

80.0%

0.0%

37.5%

0.0%

42.9%

86.3%

46.2%

52.0%

59.6%

48.2%

12.5%

68.4%

36.4%

41.2%

13.3%

50.0%

33.1%

38

67

4

64

21

40

51

23

9

2

78

55

45

78

35

11

37

13

28

37

16

0

74

40

0

12

0

30

88

24

53

62

68

2

67

48

28

2

1

44

86

87

20

70

47

104

92

54

15

12

100

61

47

120

54

17

43

30

47

40

16

2

83

50

2

32

4

70

102

52

102

104

141

16

98

132

68

15

2

133

受験者数 合格者数
総数

合格率学校名
東洋医療専門学校 

関西健康科学専門学校 

朝日医療大学校

朝日医療専門学校広島校 

IGL医療福祉専門学校 

四国医療専門学校 

福岡医療専門学校 

福岡医健専門学校 

福岡天神医療リハビリ専門学校 

大分医学技術専門学校 

今村学園ライセンスアカデミー 

鹿児島第一医療リハビリ専門学校 

専門学校琉球
リハビリテーション学院 

仙台医健専門学校 

東海医療科学専門学校 

トライデントスポーツ
医療看護専門学校 

こころ医療福祉専門学校 

沖縄統合医療学院 

専門学校中央医療健康大学校 

名古屋医専 

大阪府柔道整復師会専門学校 

近畿医療専門学校 

兵庫柔整専門学校 

MSH医療専門学校 

河原医療福祉専門学校 

九州医療スポーツ専門学校 

長崎柔鍼スポーツ専門学校 

呉竹医療専門学校 

アルファ医療福祉専門学校 

首都医校 

新潟柔整専門学校 

大阪医専 

九州医療専門学校 

東京医療福祉専門学校 

臨床福祉専門学校

名古屋医健スポーツ専門学校

こころ医療福祉専門学校
佐世保校

73.4%

68.9%

80.5%

60.3%

61.1%

55.9%

97.5%

52.3%

55.9%

78.6%

85.7%

87.0%

53.6%

52.9%

51.7%

61.5%

61.4%

56.2%

53.5%

56.9%

70.0%

37.3%

62.5%

66.7%

71.0%

53.9%

71.9%

84.5%

88.5%

64.7%

63.5%

57.1%

77.4%

84.6%

54.5%

88.0%

71.4%

102

71

66

44

22

38

115

69

19

22

24

20

15

45

30

24

35

50

23

41

7

22

20

14

49

69

23

71

23

11

54

12

48

11

18

22

20

139

103

82

73

36

68

118

132

34

28

28

23

28

85

58

39

57

89

43

72

10

59

32

21

69

128

32

84

26

17

85

21

62

13

33

25

28

と
と
、少
子
化
の
影
響
を
受
け
て
、

定
員
割
れ
の
学
校
も
増
え
て
い
る
。

例
え
ば
柔
整
の
場
合
、柔
道
整
復
学

校
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
と
、昨
年
度
の
入
学
定
員
の
充
足

率
は
約
７
割
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。ま
た
柔
整
の
場
合
、こ
の
２
年

間
、既
卒
受
験
者
数
は
２
１
０
０
人

を
超
え
新
卒
者
受
験
者
数
の
半
数

に
迫
る
勢
い
だ
が
、既
卒
の
合
格
率

は
例
年
約
10
％
か
ら
30
％
程
度
。従

来
の
合
格
率
か
ら
見
て
、既
卒
受
験

者
が
増
え
る
こ
と
で
全
体
の
合
格

率
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
養
成
校
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
の
が
、２
０
１
８（
平
成
30
）

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
変
更
に
よ
る
教
員
の
増
員
な

ど
に
よ
る
経
費
増
で
あ
る
。経
費
増

の
分
は
学
生
の
入
学
金
や
授
業
料

を
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
。授
業
料
な

ど
が
上
が
る
こ
と
で
ま
す
ま
す
学

生
の
確
保
が
難
し
く
な
る
。こ
の
よ

う
な
悪
循
環
で
学
校
運
営
が
難
し

く
な
り
、18
年
度
か
ら
新
入
学
生
を

と
ら
な
い
養
成
校
が
出
て
く
る
と

実
名
ま
で
飛
び
交
っ
て
い
る
。養
成

校
の
淘
汰
が
始
ま
る
。
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し
ま
う
園
田
さ
ん
の
行
動
力
に
脱
帽
で
す
。

　
園
田
さ
ん
の
最
高
級
国
産
車
で
奄
美
大
島
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、

多
く
の
人
々
か
ら
声
が
か
か
り
ま
す
。「
明
さ
ん
、頑
張
っ
て
ね
！
　
応

援
し
て
ま
す
よ
」と
。幼
少
の
頃
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小
さ
く
て
い
じ

め
ら
れ
っ
子
だ
っ
た
少
年
が
、会
社
の
社
長
、世
界
を
飛
び
回
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、プ
ロ
チ
ー
ム
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
を
経
て
、今
は
島
の
活
性

化
、困
っ
て
い
る
人
を
支
援
す
る
活
動
、そ
し
て
力
を
与
え
て
く
れ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
恩
返
し
を
し
て
い
ま
す
。描
い
た
夢
を
ど
ん
ど
ん

実
現
し
て
、ま
さ
に
島
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
　
周
年
と
い
う
こ
と
で

す
が
、前
職
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」。す
る
と
な
ん
と「
地
元
の
新
聞

社
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
」と
答
え
ら
れ
た
の
で
す
。や
っ
ぱ
り

園
田
さ
ん
は
奄
美
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。「
何
か
を
形
に
す

る
た
び
に
幸
せ
な
笑
顔
に
出
会
え
る
、だ
か
ら
次
に
進
む
目
標
に
向
か

え
る
と
思
い
ま
す
！
」と
語
る
園
田
さ
ん
は
、き
っ
と
今
日
も
ど
こ
か
で

誰
か
を
笑
顔
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
れ
が「
漢
の
夢
」だ
か
ら
。

「何かを形にするたびに幸せな笑顔に出会える、
だから次に進む目標に向かえると思います！」

奄美のスーパーマン  園田 明

れ
な
い
夢
の
よ
う
な
話
で
す
。さ
ら
に「
私
は
奄
美
大
島
出
身
な
の
で
本

社
は
奄
美
市
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
人
生
が
変
わ
っ
た
の
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
バ
ス
ケ
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」と
語
る

園
田
さ
ん
は
、生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
そ
れ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
？
」と
、

今
度
は
プ
ロ
の
Ｇ
Ｍ
と
い
う
お
話
に
質
問
を
変
え
る
と
、「
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
鹿
児
島
の
プ
ロ
の
チ
ー
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
ベ
ン
チ
に

入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
！
」と
さ
ら
り
と
答
え
る
園
田
さ
ん
。そ
の
お

話
も
、ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
業
団
の
ベ
ン
チ
に

24
年
間
座
っ
て
い
た
自
分
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
い
お
話
で
す
。

だ
っ
て
一
度
も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。ト
レ
ー
ナ
ー
や
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ど
こ
ろ
か
、監
督
や
コ
ー
チ
で
も
な
い
、チ
ー
ム
の
代
表
と

し
て
ベ
ン
チ
に
座
る
な
ん
て
！

　
２
０
１
７
年
３
月
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド「
バ
イ
オ
レ
ー
ラ
」

の
運
営
会
社
で
あ
る
ア
イ
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
　
周
年
記
念
行
事
が
、

本
社
の
あ
る
奄
美
大
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。私
は
記
念
講
演
の
講
師
と

し
て
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、園
田
さ

ん
は
会
社
の
会
長
と
１
つ
に
統
一
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
プ
ロ

リ
ー
グ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
３
つ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
そ

う
で
す
。千
葉
と
埼
玉
に
事
務
所
、秋
田
と
中
国
に
契
約
工
場
が
あ
る

と
の
こ
と
。バ
イ
オ
レ
ー
ラ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
い
る
チ
ー
ム

数
は
全
国
で
３
万
２
千
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

　「
先
日
、車
い
す
バ
ス
ケ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
時
に
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
感
動
し
、す
ぐ
に
地
元
の
奄
美

に
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。障
が
い
の
特
徴
を
理
解

し
支
援
し
て
く
れ
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
足
り
な
い
こ
と
を
知
っ
た
も
の
で
す
か
ら
！
」と
、あ
っ
と

い
う
間
に
県
の
許
認
可
を
得
て
施
設
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
だ
と
思
っ
た
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、す
ぐ
に
実
現
し
て

　「
お
と
こ
」を「
漢
」と
書
く
と
き
に
は
、男
性
と
い
う
性
別
を
表
す
の

で
は
な
く
、勇
敢
さ
、大
胆
さ
、逞
し
さ
、固
い
信
念
な
ど
、男
子
た
る

も
の
が
持
つ
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
美
徳
を
備
え
た「
男
前
」に
対
し
て
使

わ
れ
る
そ
う
で
す
。痛
快
な
生
き
方
を
し
て
い
る
ご
う
ほ
う
ら
い
ら
く

豪
放
磊
落
な
男
子
に

与
え
ら
れ
る
称
号
な
の
で
す
。

　
新
聞
社
で
記
者
と
し
て
働
く
ク
ラ
ー
ク
・
ケ
ン
ト
が
、い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
入
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
人
々
を
助

け
る
姿
に
憧
れ
た
男
の
子
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
幼
少
期
は
、そ
ん
な
カ
ッ
コ
い
い
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
た
い
と

本
気
で
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。し
か
し
、社
会
人

と
な
り
給
料
を
も
ら
っ
て
働
く
よ
う
に
な
る
と
、そ
の
姿
を
自
分
に
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ち
ょ
っ

と
現
実
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、男
の
子
は
、い
つ
か
社
長
に

な
り
た
い
と
か
、高
級
車
に
乗
り
た
い
、金
持
ち
に
な
り
た
い
、ブ
ラ
ン

ド
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
い
つ
か
は
ク
ラ

ウ
ン
！
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
は
、今
で
は
古
い
感
じ
で
す
が
、昔
は
成
功

者
と
な
っ
て
世
間
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
夢
を
実
現
し
た
男
性
に
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
初
め
て
の
出
会
い
の
舞
台
は
、２
０
１
３
年
６
月
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
す
。「
こ
ち
ら
の
園
田
明
さ
ん
は
、ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
社
長
さ
ん

で
、あ
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
チ
ー
ム
の
Ｇ
Ｍ
さ
ん
で
す
」と
紹

介
さ
れ
た
の
で
す
。

　「
え
、あ
の
ナ
イ
キ
と
か
、ア
デ
ィ
ダ
ス
と
か
、ミ
ズ
ノ
と
か
、ア
シ
ッ
ク
ス

と
か…
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
か
？
」と
、驚
き
の
あ
ま

り
変
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
い
や
い
や
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専
門
の
ア
パ
レ
ル
・
メ
ー
カ
ー
を
自
分
で
立
ち
上
げ
た
の
で
す
！
」と
園

田
さ
ん
。「
そ
れ
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
、デ
サ
ン
ト
な
ど
、競

合
他
社
が
多
過
ぎ
ま
せ
ん
？
」と
私
。「
そ
う
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

日
本
の
未
来
を
元
気
に
す
る
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、俺
ら
の
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
意
味
で『
　
俺
ら
』＝『
バ
イ
俺
ら
』＝『
バ
イ
オ
レ
ー
ラ
』を

つ
く
り
ま
し
た
」園
田
さ
ん
は
平
然
と
し
た
顔
で
答
え
る
の
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
界
に
長
く
い
過
ぎ
る
せ
い
か
自
分
に
は
、に
わ
か
に
は
信
じ
ら

10

10

by

岩﨑由純
１９５９年山口県出身。米国シラキュー
ズ大学、大学院に留学し、ＮＡＴＡ認定
アスレティックトレーナーの資格取得。
留学時からペップトーク（チームをまとめ
て勝利に導く会話法のひとつ）に興味
を持つ。

「ＮＥＣレッドロケッツ」でトレーナーとして
23 年間活躍。現在は主にペップトーク
の普及活動を行いながら、ストレッチポー
ルやテーピングなどの指導もしている。

「
漢（
お
と
こ
）の
夢
」
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し
ま
う
園
田
さ
ん
の
行
動
力
に
脱
帽
で
す
。

　
園
田
さ
ん
の
最
高
級
国
産
車
で
奄
美
大
島
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、

多
く
の
人
々
か
ら
声
が
か
か
り
ま
す
。「
明
さ
ん
、頑
張
っ
て
ね
！
　
応

援
し
て
ま
す
よ
」と
。幼
少
の
頃
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小
さ
く
て
い
じ

め
ら
れ
っ
子
だ
っ
た
少
年
が
、会
社
の
社
長
、世
界
を
飛
び
回
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、プ
ロ
チ
ー
ム
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
を
経
て
、今
は
島
の
活
性

化
、困
っ
て
い
る
人
を
支
援
す
る
活
動
、そ
し
て
力
を
与
え
て
く
れ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
恩
返
し
を
し
て
い
ま
す
。描
い
た
夢
を
ど
ん
ど
ん

実
現
し
て
、ま
さ
に
島
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
　
周
年
と
い
う
こ
と
で

す
が
、前
職
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」。す
る
と
な
ん
と「
地
元
の
新
聞

社
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
」と
答
え
ら
れ
た
の
で
す
。や
っ
ぱ
り

園
田
さ
ん
は
奄
美
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。「
何
か
を
形
に
す

る
た
び
に
幸
せ
な
笑
顔
に
出
会
え
る
、だ
か
ら
次
に
進
む
目
標
に
向
か

え
る
と
思
い
ま
す
！
」と
語
る
園
田
さ
ん
は
、き
っ
と
今
日
も
ど
こ
か
で

誰
か
を
笑
顔
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
れ
が「
漢
の
夢
」だ
か
ら
。

「何かを形にするたびに幸せな笑顔に出会える、
だから次に進む目標に向かえると思います！」

奄美のスーパーマン  園田 明

れ
な
い
夢
の
よ
う
な
話
で
す
。さ
ら
に「
私
は
奄
美
大
島
出
身
な
の
で
本

社
は
奄
美
市
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
人
生
が
変
わ
っ
た
の
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
バ
ス
ケ
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」と
語
る

園
田
さ
ん
は
、生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
そ
れ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
？
」と
、

今
度
は
プ
ロ
の
Ｇ
Ｍ
と
い
う
お
話
に
質
問
を
変
え
る
と
、「
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
鹿
児
島
の
プ
ロ
の
チ
ー
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
ベ
ン
チ
に

入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
！
」と
さ
ら
り
と
答
え
る
園
田
さ
ん
。そ
の
お

話
も
、ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
業
団
の
ベ
ン
チ
に

24
年
間
座
っ
て
い
た
自
分
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
い
お
話
で
す
。

だ
っ
て
一
度
も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。ト
レ
ー
ナ
ー
や
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ど
こ
ろ
か
、監
督
や
コ
ー
チ
で
も
な
い
、チ
ー
ム
の
代
表
と

し
て
ベ
ン
チ
に
座
る
な
ん
て
！

　
２
０
１
７
年
３
月
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド「
バ
イ
オ
レ
ー
ラ
」

の
運
営
会
社
で
あ
る
ア
イ
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
　
周
年
記
念
行
事
が
、

本
社
の
あ
る
奄
美
大
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。私
は
記
念
講
演
の
講
師
と

し
て
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、園
田
さ

ん
は
会
社
の
会
長
と
１
つ
に
統
一
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
プ
ロ

リ
ー
グ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
３
つ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
そ

う
で
す
。千
葉
と
埼
玉
に
事
務
所
、秋
田
と
中
国
に
契
約
工
場
が
あ
る

と
の
こ
と
。バ
イ
オ
レ
ー
ラ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
い
る
チ
ー
ム

数
は
全
国
で
３
万
２
千
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

　「
先
日
、車
い
す
バ
ス
ケ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
時
に
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
感
動
し
、す
ぐ
に
地
元
の
奄
美

に
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。障
が
い
の
特
徴
を
理
解

し
支
援
し
て
く
れ
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
足
り
な
い
こ
と
を
知
っ
た
も
の
で
す
か
ら
！
」と
、あ
っ
と

い
う
間
に
県
の
許
認
可
を
得
て
施
設
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
だ
と
思
っ
た
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、す
ぐ
に
実
現
し
て

　「
お
と
こ
」を「
漢
」と
書
く
と
き
に
は
、男
性
と
い
う
性
別
を
表
す
の

で
は
な
く
、勇
敢
さ
、大
胆
さ
、逞
し
さ
、固
い
信
念
な
ど
、男
子
た
る

も
の
が
持
つ
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
美
徳
を
備
え
た「
男
前
」に
対
し
て
使

わ
れ
る
そ
う
で
す
。痛
快
な
生
き
方
を
し
て
い
る
ご
う
ほ
う
ら
い
ら
く

豪
放
磊
落
な
男
子
に

与
え
ら
れ
る
称
号
な
の
で
す
。

　
新
聞
社
で
記
者
と
し
て
働
く
ク
ラ
ー
ク
・
ケ
ン
ト
が
、い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
入
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
人
々
を
助

け
る
姿
に
憧
れ
た
男
の
子
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
幼
少
期
は
、そ
ん
な
カ
ッ
コ
い
い
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
た
い
と

本
気
で
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。し
か
し
、社
会
人

と
な
り
給
料
を
も
ら
っ
て
働
く
よ
う
に
な
る
と
、そ
の
姿
を
自
分
に
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ち
ょ
っ

と
現
実
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、男
の
子
は
、い
つ
か
社
長
に

な
り
た
い
と
か
、高
級
車
に
乗
り
た
い
、金
持
ち
に
な
り
た
い
、ブ
ラ
ン

ド
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
い
つ
か
は
ク
ラ

ウ
ン
！
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
は
、今
で
は
古
い
感
じ
で
す
が
、昔
は
成
功

者
と
な
っ
て
世
間
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
夢
を
実
現
し
た
男
性
に
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
初
め
て
の
出
会
い
の
舞
台
は
、２
０
１
３
年
６
月
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
す
。「
こ
ち
ら
の
園
田
明
さ
ん
は
、ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
社
長
さ
ん

で
、あ
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
チ
ー
ム
の
Ｇ
Ｍ
さ
ん
で
す
」と
紹

介
さ
れ
た
の
で
す
。

　「
え
、あ
の
ナ
イ
キ
と
か
、ア
デ
ィ
ダ
ス
と
か
、ミ
ズ
ノ
と
か
、ア
シ
ッ
ク
ス

と
か…

そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
か
？
」と
、驚
き
の
あ
ま

り
変
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
い
や
い
や
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専
門
の
ア
パ
レ
ル
・
メ
ー
カ
ー
を
自
分
で
立
ち
上
げ
た
の
で
す
！
」と
園

田
さ
ん
。「
そ
れ
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
、デ
サ
ン
ト
な
ど
、競

合
他
社
が
多
過
ぎ
ま
せ
ん
？
」と
私
。「
そ
う
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

日
本
の
未
来
を
元
気
に
す
る
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、俺
ら
の
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
意
味
で『
　
俺
ら
』＝『
バ
イ
俺
ら
』＝『
バ
イ
オ
レ
ー
ラ
』を

つ
く
り
ま
し
た
」園
田
さ
ん
は
平
然
と
し
た
顔
で
答
え
る
の
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
界
に
長
く
い
過
ぎ
る
せ
い
か
自
分
に
は
、に
わ
か
に
は
信
じ
ら

10

10

by

岩﨑由純
１９５９年山口県出身。米国シラキュー
ズ大学、大学院に留学し、ＮＡＴＡ認定
アスレティックトレーナーの資格取得。
留学時からペップトーク（チームをまとめ
て勝利に導く会話法のひとつ）に興味
を持つ。

「ＮＥＣレッドロケッツ」でトレーナーとして
23 年間活躍。現在は主にペップトーク
の普及活動を行いながら、ストレッチポー
ルやテーピングなどの指導もしている。

「
漢（
お
と
こ
）の
夢
」

26
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訴
訟
を
起
こ
し
た
学
校

１
変
わ
る
時
勢
、変
わ
ら
な
い
環
境

２
　
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧（
あ
マ
指
）師
」養
成
施
設
・

養
成
課
程
の
新
設
が
法
律
で
制
限
さ
れ
て
い
る
の
は
、憲

法
が
定
め
た「
職
業
選
択
の
自
由
」に
違
反
す
る
と
し
て
、

し
た
が
、厚
生
労
働
省
は
厚
生
労
働
大
臣
名
で「『
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り
師
、き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法

律
』第
19
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
し
な
い
」と
不
承

認
と
し
た
。こ
の
た
め
宝
塚
医
療
大
学
と
平
成
医
療
学
園

専
門
学
校
は
大
阪
地
裁
へ
、横
浜
医
療
専
門
学
校
は
東
京

地
裁
、福
島
医
療
専
門
学
校
は
仙
台
地
裁
に
提
訴
し
た
。

　

ま
ず
国
側
が
不
承
認
の
基
と
し
た
法
律
を
紹
介
す
る
。

　
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り
師
、き
ゅ
う
師
等

に
関
す
る
法
律
」第
19
条
第
１
項

　

当
分
の
間
、文
部
科
学
大
臣
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
総
数
の
う
ち
に
視
覚
障
害
者

以
外
の
者
が
占
め
る
割
合　

･･･

（
中
略
）･･･　

そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
、視
覚
障
害
者
で
あ
る
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
の
生
計
の
維
持
が
著
し
く
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

･･･

（
中
略
）･･･　

第
二
条
第
一
項
の
認
定
又
は
そ
の
生

徒
の
定
員
の
増
加
に
つ
い
て
の
同
条
第
三
項
の
承
認
を
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
側
が
不
承
認
の
基
と
し
た
53
年
前
に
で
き
た
規
定

を
、平
成
医
療
学
園
は「
憲
法
違
反
だ
」と
し
て
い
る
。学
園

側
の
主
張
は「
当
時
よ
り
も
視
覚
障
害
者
の
雇
用
は
改
善

さ
れ
て
い
る
。第
19
条
は
学
校
設
置
者
や
障
害
の
な
い
人

の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
て
い
る
」。そ
の
背
景
と
し

て「
新
設
制
限
の
な
い
は
り
師
、き
ゅ
う
師
の
学
校
は
こ
の

約
20
年
間
で
７
倍
に
急
増
し
て
い
る
が
、障
害
の
な
い
晴

眼
者
が
通
え
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
学
校
は
20
カ
所
と
半

世
紀
変
わ
っ
て
い
な
い
」。ま
た「
50
年
前
に
定
め
た『
当
分

の
間
』は
、は
る
か
に
経
過
し
て
い
る
。障
害
者
の
雇
用
環

境
は
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題
が
残
る
が
、当
時
と
比
べ
か

な
り
改
善
さ
れ
た
」。さ
ら
に「
第
19
条
の
制
定
以
降
、眼
科

2-1

不
承
認
の
基
と
し
た
法
律

2-2

学
園
側
の
主
張
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訴
訟
を
起
こ
し
た
の
は
学
校
法
人
平
成
医
療
学
園
の
宝

塚
医
療
大
学（
兵
庫
県
宝
塚
市
）、平
成
医
療
学
園
専
門
学
校

（
大
阪
府
大
阪
市
）、横
浜
医
療
専
門
学
校（
神
奈
川
県
横
浜

市
）そ
し
て
平
成
医
療
学
園
の
系
列
校
で
あ
る
福
島
医
療
専

門
学
校（
福
島
県
郡
山
市
）の
４
校
だ
。

　

こ
の
４
校
は
あ
マ
指
師
の
養
成
施
設
新
設
認
定
申
請
を

大
阪
市
の
学
校
法
人
平
成
医
療
学
園
が
設
置
を
認
め
な
い

国
の
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
を
起
こ
し
た
。こ

の
訴
訟
内
容
と
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
紹
介
す
る
。



創始者：宮野  博隆
元ＰＡＡＣ/ＳＯＴ研究委員長
米国 SOT 優秀インストラクター賞受賞
2000 年米国で国際仙骨後頭骨学会
研究者大賞受賞（日本人唯一）
過去に掲載された特集／ひーりんぐマガジン･
ビジネスデータ･シャキッと･その他多数

驚異のソフトブロック テクニック!!驚異のソフトブロック テクニック!! 「パーフェクトクラニオロジー協会」
は正会員を募集しています。

「パーフェクトクラニオロジー協会」
は正会員を募集しています。

＊短時間で劇的効果！    ＊誰でもできる簡単テクニック！
＊1回の受講でスグ使える！    ＊今の手技と併用できる！

≪確固たる診断理論と技術が､あなたの治療の指針となります！≫
科学的・論理的な技術を学ぶ人が590名（協会設立10年）を超えました！世界最先端の技術が競合店に差をつける！

● ベーシック・コース受講料：正会員8,100円  非会員20,000円（体験受講は10,000円のみ）
● テキスト：5,400円（税込）
● ソフトブロック（2個セット）：30,000円（入会すると特典として無料進呈） ※ソフトブロック実用新案権（特許）取得

今なら初年度年会費免除！●入会金30,000円  年会費20,000円（今なら初年度年会費免除！）●
●上限額1億円の傷害保険加入可能（有資格者+7,000円 無資格者+10,000円）

-------------------詳しくは下記にお問い合わせ下さい-------------------
[問合せ･申込先] パーフェクト  クラニオロジー協会   TEL･FAX : 03-3736-6508

URL : http://www.perfect-craniology.jp/　MAIL : csf_practice@yahoo.co.jp

【講　師】
市橋 悟（PCA 公認インストラクター）

【日　時】
毎月第 4 日曜日  AM10:00 ～ PM5:30

【会　場】
東京都大田区東蒲田 2-29-13 
 オタマビル 1F
｢臨床コース｣

【講　師】 宮野 博隆（毎月第2日曜日）

｢ベーシックコース｣

ひーりんぐマガジン_55号_広告_パーフェクトクラニオロジー(cc2014)
2017.04.04   神山(1)  1350

治
療
は
著
し
く
進
化
し
、乳
児
期
の
病
気
で
も
治
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
就
学
期
の
視
覚
障
害
者
は
減
少
し
、ま
た
、統

合
教
育
の
実
現
や
点
字
図
書
の
充
実
等
教
育
環
境
の
改
善

に
よ
り
、視
覚
支
援
学
校
の
生
徒
自
体
も
、１
９
７
９
年
の

８
３
３
０
人
か
ら
06
年
に
は
３
６
９
８
人
と
半
減
し
て
い

る
」と
も
訴
え
て
い
る
。

の
努
力
を
す
る
こ
と
』と
い
う
附
帯
決
議
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。す
な
わ
ち
、国
は『
視
覚
障
害
者
で
あ
る
あ
マ
指
師
の
生

計
の
維
持
が
著
し
く
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
』に
、『
格
段
の

努
力
』を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、こ
の
53
年
間

そ
の
努
力
を
し
て
い
な
い
。国
は
努
力
を
怠
っ
て
お
り
、行

政
の
不
作
為
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。

　

一
方
、国
側
は「
視
覚
障
害
者
は
視
覚
障
害
者
以
外
の
者
に
比

べ
て
就
業
で
き
る
職
業
が
制
約
さ
れ
る
。就
職
を
希
望
し
て
実

際
に
就
業
し
た
視
覚
障
害
者
の
職
業
は
あ
マ
指
業
の
割
合
が
高

い
。そ
の
た
め
、あ
マ
指
師
は
、視
覚
障
害
者
の
た
め
に
確
保
す

べ
き
必
要
性
の
高
い
職
業
で
あ
る
。ま
た
、こ
の
職
業
か
ら
得
て

い
る
収
入
は
低
い
こ
と
か
ら
、生
計
の
維
持
が
容
易
で
あ
る
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」と
請
求
棄
却
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
学
園
側
は「
第
19
条
制
定
当
時
は
国
会

で
、『
養
成
所
の
奨
学
制
度
の
拡
充
、生
業
に
た
い
す
る
長
期

低
利
融
資
等
盲
人
の
福
祉
向
上
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
格
段

2-3

行
政
の
不
作
為

求
め
ら
れ
る
機
会
の
均
等
化

３
　

今
回
の
提
訴
は
柔
道
整
復
師
の
養
成
校
新
設
で
国
の
認

定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
業
者
が
、国
に
取
り
消
し
を
求

め
た
98
年
の
行
政
訴
訟
で
国
側
敗
訴
の
判
決
が
確
定
し
た

こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。こ
の
裁
判
で
は
国
が
敗
訴
し

た
後
、柔
整
師
養
成
施
設
・
養
成
課
程
は
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
と

な
り
、18
年
間
で
８
倍
に
増
加
し
た
。

　

し
か
し
今
回
は
、あ
マ
指
師
は
柔
整
師
と
違
い
視
覚

障
害
者
が
生
計
を
立
て
る
手
段
と
し
て
の
側
面
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、学
園
側
の
敗
訴
の
可
能
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る
。

　

晴
眼
者
の
あ
マ
指
師
の
養
成
専
門
学
校
は
約
20
校
と
は

い
え
、北
海
道
と
東
北
６
県
で
１
校
、四
国
に
１
校
、九
州
・

沖
縄
で
１
校
し
か
な
く
大
都
市
に
集
中
し
て
い
る
。こ
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
は
学
び
た
い
人
か
ら
見
て
不
便
極

ま
り
な
い
。こ
の
裁
判
を
き
っ
か
け
に
大
都
市
に
偏
っ
て

い
る
養
成
校
の
平
均
化
を
望
み
た
い
。

2-4

就
労
状
況
の
実
際

　

日
本
盲
人
会
連
合
な
ど
に
よ
る
と
、重
度
障
害
者
の
新

規
就
職
先
の
７
割
を
あ
は
き
師
関
連
が
占
め
、現
在
も
重

要
な
生
計
手
段
に
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、あ
マ
指
師
の
15

年
度
の
国
家
資
格
合
格
者
１
４
２
２
人
の
う
ち
視
覚
障
害

者
は
３
０
７
人（
22
％
）に
と
ど
ま
り
、晴
眼
者
が
す
で
に

高
い
割
合
で
参
入
し
て
、「
養
成
施
設
・
養
成
課
程
の
制
限

緩
和
は
過
当
競
争
を
招
く
」と
話
す
。

　

口
頭
弁
論
は
４
月
以
降
も
続
く
予
定
で
あ
り
こ
れ
か
ら

も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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わ
れ
、さ
ら
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ

る「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ワ
ー
ク
」と
い
う
概

念
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

が
到
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ワ
ー
ク
」と
は
造
語

で
、全
人
格
・
全
人
間
性
を
か
け
て
、無

我
夢
中
・
一
心
不
乱
に
人
間
の
理
想
で

あ
る「
夢
・
愛
・
誠
」を
求
め
続
け
る
動
き

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ワ
ー
ク
」と
い
う
概
念
が
あ
え
て
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
一
つ
の
理
由
は
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展

で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
労
働
に

つ
い
て
多
様
性
の
壁
を
乗
り
越
え
る
普

遍
的
な
価
値
基
準
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

い
か
が
で
す
か
？

　

他
人
を
思
い
や
る
心
、相
手
を
思
う
心
、

相
手
の
た
め
に
、他
者
の
た
め
に
自
ら
の

才
覚
を
使
う
こ
と
。

　

奉
仕
の
精
神
を
い
か
に
形
に
で
き
る
か
。

　

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
利
己

主
義
で
は
な
く
、利
他
の
心
で
魂
を
磨
い

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

時
代
の
変
遷
、次
の
時
代

　

こ
の
よ
う
な
足
腰
↓
手
先
↓
口
先
↓

頭
と
い
う
変
遷
の
次
に
来
る
の
は
、心
の

時
代
・
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
時
代
は
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。心
の
時
代
・
ハ
ー

ト
ワ
ー
ク
の
時
代
で
は
、人
の
心
に
触

れ
、人
の
心
を
読
み
、納
得
さ
せ
る
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。人
は
理
論
だ
け
で

動
き
ま
せ
ん
。「
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
」

に
お
け
る
社
会
で
は
、「
真
・
善
・
美
」が
求

め
ら
れ
、「
良
心
・
善
意
・
成
長
」を
旨
と
す

る「
心
」を
大
切
に
す
る
こ
と
に
大
き
な

価
値
が
置
か
れ
ま
す
。人
の
心
が
読
め
な

け
れ
ば
成
功
は
望
め
ま
せ
ん
。人
の
心
に

触
れ
、人
の
心
を
読
む
こ
と
を
意
識
す
る

こ
と
は
、仕
事
に
限
ら
ず
、人
間
関
係
を

構
築
す
る
上
で
も
不
可
欠
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
次
の
時
代
と
は

　

近
い
将
来
に
は
、「
ハ
ー
ト
ワ
ー

ク
」よ
り
も
な
お
一
層
人
間
性
が
問

働
の
価
値
基
準
や
労
働
の
質
も
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。人
類
最
初
の
産
業
で

あ
る
農
業
で
は
、足
腰
を
使
う
肉
体
労

働
が
人
の
労
働
の
中
心
で
し
た
。こ
れ

は「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
」と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。次
に
、工
業
化
時
代
が
到

来
し
ま
し
た
。工
業
と
は
モ
ノ
づ
く
り

で
す
か
ら
、手
先
の
器
用
さ
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。い
わ
ば「
ハ
ン
ド
ワ
ー
ク

の
時
代
」で
す
。そ
の
次
に
は
、商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
時
代
が
来
ま
し
た
。上

手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
人
が

有
利
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、口
先
が
武
器
に
な
り

ま
し
た
。さ
ら
に
、現
代
は
ソ
フ
ト
化
時

代
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。頭
を

使
え
る
人
、つ
ま
り
知
識
・
情
報
を
駆
使

し
、知
恵
を
使
え
る
人
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
す
。こ
れ
は
、頭
脳
労
働
・
知
的
活

動
の
価
値
が
重
ん
じ
ら
れ
る「
ヘ
ッ
ド

ワ
ー
ク
の
時
代
」と
い
え
ま
す
。

　

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。経
営
者
の
皆
さ
ん
は
Ａ
Ｉ
に

と
て
も
注
目
し
て
い
ま
す
。私
自
身
も

最
も
興
味
・
関
心
を
抱
い
て
い
る
分
野

で
す
。

　

一
方
で
、Ａ
Ｉ
は
私
た
ち
の
仕
事
や

社
会
的
立
場
を
脅
か
す
脅
威
で
あ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、Ａ
Ｉ
と

共
存
し
な
が
ら
生
活
す
る
社
会
は
、今

ま
さ
に
当
た
り
前
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。以
前
、弊
社
の
顧
問
弁
護
士（
高
井

伸
夫
先
生
）に
教
え
て
い
た
だ
い
た「
心

の
時
代
」と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、改
め
て
大
事

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。読
者
の
皆
さ

ん
と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

産
業
は
幾
多
の
変
遷
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
が
、そ
れ
と
と
も
に
人
の
労

人材を人財に変える教育術
第21回  「ハートワークの時代」

朝倉千恵子 
Chieko Asakura
株式会社新規開拓　代表取締役社長
小学校教員を経て社員教育研究所に入社。
営業経験ゼロながら入社3年後には社員数230人超、
年間売上高23億円の企業で単独1億円を達成しトップ
セールス賞を受賞。
2004年に株式会社新規開拓を設立。
自らの経験を生かした研修、講演は多くの企業から支持
され、そのリピート率は約9割以上で現在も講師として
全国を飛び回る。また、働く女性の応援団長として自社
にて「トップセールスレディ育成塾」を主宰し14年を
迎えた。その卒業生は2000人を超える。　　
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　これらとは別に関節が動かなくなった場合に、日常生活活動（ADL）において支障の
少ない手足の位置や関節の角度〝良肢位〟という角度も設定されているので紹介します。
肩関節：60°～ 80°外転／ 30°屈曲／ 20°外旋
肘関節：90°屈曲／前腕回内外中間位（0°）
手関節：10°～ 20°背屈（軽くテニスボールを握ったぐらい）
股関節：15°～ 30°屈曲／ 0°～ 15°外転／ 0°～ 10°外旋
膝関節：10°～ 20°屈曲
足関節：5°～ 10°底屈

２．エンドフィールテスト
　患者は制限方向に関節を動かし最終域（自動運動最終域）でセラピストが制限方向へさら
に押したときの感覚を言います（図1、2）。評価対象の関節に何が起きているのか？　左右
差はどうなのか？　を確認していきます。エンドフィールは各団体で定義が違いますので
一般的なものをご紹介します。

【エンドフィールの種類】
① 柔らかくて弾力性がある（筋肉性制限）

正常なエンドフィールです。痛みのない患者の股関節SLRなどで見られます。
②  やや硬くて弾力性がある（関節周囲組織性制限）

これも正常な関節に見られるエンドフィールです。膝関節を伸展していき他動運動で
オーバープレッシャーをかけると弾力を感じることができると思います。

③ 硬くて弾力性がない（骨性制限）
病的エンドフィールの１つです。骨棘形成やリウマチ関節で見られます。正常関節では
前腕を回内位にしたときの伸展です。肘頭が肘頭窩にはまったときの感覚です。筋肉の

　ひーりんぐマガジンをご愛読の先生こんにちは！　今回は患者の評価に必要不可欠
な検査についてお話しします。自動運動テストや他動運動、疼痛誘発テストなどがありま
すが先生方はどのように使い分けをなさっていますでしょうか？　治療前、治療後の効果
判定の評価がなければ患者も納得できませんし、セラピストはその治療が良かったのか悪
かったのかも分かりません。治療の流れはいつでも評価⇒治療⇒再評価ということになり
ます。

　今回紹介する他動運動テストは患者自身が関節を動かす〝自動運動〟とは違い、セラ
ピストが他動的に関節を動かし評価をする検査法です。大きく分けると①エンドフィール
テストと②ジョイントプレイテストに分かれます。ただ、医学の世界では【再現性の低い
検査法】となっていますのである程度の熟練が必要です。再現性が高いというのは私が
行う検査と臨床１年目の先生が行う検査の結果が同じでなくてはいけないということ
です。
　再現性といえば、最近の技術系セミナーの見出しで【再現性の高い治療】をうたっている
ものがありますが、生物医学のジャンルで再現性とは検査のことを言います。現状は流行り
のキーワードが好きなコンサルが言っているにすぎないのでセミナー選びの際は騙されない
ようにしてください。

１．関節運動の基礎
　エンドフィールを説明する前に関節運動の基礎を説明します。関節にはポジションにより
分類があります。LPPやCPPなどという単語を聞いたことがあるかと思います。
　実際に図を使って説明していきます。

　図の（a）は関節運動の中間域です。「関節が硬い」というのは中間域が狭いことを言い
ます。中間域の先には弾性領域がありこれから説明するエンドフィールの領域です（ｂ）。
この 他に関 節の靭 帯、筋などの軟 部 組 織 が 一 番 緩いポジション（least packed 
position(LPP)）（ｃ）、逆に関節の靭帯の緊張が最も高く固定力も高い（close packed 
position(CPP)）、関節を損傷したとき、一番痛みのないポジション（疼痛回避肢位）など
があります（ｄ）。

Vol.4
他 動 運 動テスト
Part 1

水谷哲也｜PROFIRE
・ 柔道整復師
・ 日本臨床徒手医学協会理事
・ 日本ドイツ徒手医学会／認定マニュアルセラピスト
・ 日本クラシカルオステオパシー協会／

認定会員（’07 ～’10）
・メディックスボディバランスアカデミー講師
・NPO法人日本手技療法協会指導員
現在は荻窪腰痛リハビリスタジオにて脊柱疾患を
専門に急性期、慢性疼痛の治療、オーダーメイドの
運動療法や各種セラピスト向けの勉強会を随時開催
している。

荻窪腰痛リハビリスタジオ

水谷 哲也

アシスタント

岩間 絢子

徒手医学
基礎講座

Special Lecture Special Lecture
paper-2 paper-1

ある男性の場合、前腕を回外位にすると円回内筋の緊張で止まってしまうことがあり、
筋性のエンドフィールになります。

④ 硬くて弾力性もなく痛みを伴う（筋スパズム性制限）
病的エンドフィールの代表格です。臨床でよく遭遇するのは急性期の四十（五十）肩で
しょう。夜間痛を呈する炎症期では腕を挙げようとしても痛くて挙がらないということ
が多々あります。脳が「これ以上動かしたくない！！」と思い筋緊張を高めてきます。これは
ギプスで何週も固定したわけではないので拘縮とは違い、本当は緩い関節かもしれま
せん。他には急性腰痛症に見られる疼痛性側彎症です。正しい姿勢を取らせようとすると
痛くてできない状態です。

　いかがでしたでしょうか？　最低限、この４つのエンドフィールを理解しているだけで
治療の方向性が見えてくると思いませんか？　筋性であれば筋に対するアプローチを第一
選択に行い、関節周囲組織性であれば次週ご紹介するジョイントプレイテストを行い関節
に対するアプローチを行うという流れになります。骨性（病的エンドフィール）であれば
レントゲンやエコーでの検査が必要となります。痛みによるエンドフィールであればさらに
病態を詳しく診ていくことになります。

３．エンドフィールテストの注意点
　エンドフィールテストの手順としては健側から行い患側をテストします。逆になると患者は
痛い検査をされたことで力が入ってしまい正確な検査が困難になってしまいます。もう
一つ大切なチェック事項は左右差です。テキストには各関節の正常可動域が記してあります
が関節が硬い人も柔らかい人もいます。硬い人が全員治療対象ではありませんが左右差が
ある人はしっかり検査していく必要があります。例外は人工関節の人やスポーツによる
競技特性で左右差がある人、脳血管疾患で麻痺のある人です。（図3）

　今までいくつかの団体で認定試験の試験官をさせてもらいましたが、セラピストには
検査に問題がある人が多く、せっかく手技が上手いのに臨床で結果が出ないといった、もったい
ないことになっています。検査ができなければ思いつきで手技をやっているのと一緒で
治る人もいれば治らない人も出てきます。

　次回は他動運動テストPart２ジョイントプレイテストです。非生理学的な関節運動で関節
の遊び（joint play）を評価し治療も行っていきます。引き続きリクエスト、講習会依頼、
ご質問は info@ogikubo-rehabili.com までよろしくお願いいたします。MDX開業セミナー
での技術講習の担当も始めましたので皆様にお会いできるのを楽しみにしています。

図1：自動運動最終域 図2：エンドフィール
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　患者は制限方向に関節を動かし最終域（自動運動最終域）でセラピストが制限方向へさら
に押したときの感覚を言います（図1、2）。評価対象の関節に何が起きているのか？　左右
差はどうなのか？　を確認していきます。エンドフィールは各団体で定義が違いますので
一般的なものをご紹介します。

【エンドフィールの種類】
① 柔らかくて弾力性がある（筋肉性制限）

正常なエンドフィールです。痛みのない患者の股関節SLRなどで見られます。
②  やや硬くて弾力性がある（関節周囲組織性制限）

これも正常な関節に見られるエンドフィールです。膝関節を伸展していき他動運動で
オーバープレッシャーをかけると弾力を感じることができると思います。

③ 硬くて弾力性がない（骨性制限）
病的エンドフィールの１つです。骨棘形成やリウマチ関節で見られます。正常関節では
前腕を回内位にしたときの伸展です。肘頭が肘頭窩にはまったときの感覚です。筋肉の

　ひーりんぐマガジンをご愛読の先生こんにちは！　今回は患者の評価に必要不可欠
な検査についてお話しします。自動運動テストや他動運動、疼痛誘発テストなどがありま
すが先生方はどのように使い分けをなさっていますでしょうか？　治療前、治療後の効果
判定の評価がなければ患者も納得できませんし、セラピストはその治療が良かったのか悪
かったのかも分かりません。治療の流れはいつでも評価⇒治療⇒再評価ということになり
ます。

　今回紹介する他動運動テストは患者自身が関節を動かす〝自動運動〟とは違い、セラ
ピストが他動的に関節を動かし評価をする検査法です。大きく分けると①エンドフィール
テストと②ジョイントプレイテストに分かれます。ただ、医学の世界では【再現性の低い
検査法】となっていますのである程度の熟練が必要です。再現性が高いというのは私が
行う検査と臨床１年目の先生が行う検査の結果が同じでなくてはいけないということ
です。
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ものがありますが、生物医学のジャンルで再現性とは検査のことを言います。現状は流行り
のキーワードが好きなコンサルが言っているにすぎないのでセミナー選びの際は騙されない
ようにしてください。

１．関節運動の基礎
　エンドフィールを説明する前に関節運動の基礎を説明します。関節にはポジションにより
分類があります。LPPやCPPなどという単語を聞いたことがあるかと思います。
　実際に図を使って説明していきます。

　図の（a）は関節運動の中間域です。「関節が硬い」というのは中間域が狭いことを言い
ます。中間域の先には弾性領域がありこれから説明するエンドフィールの領域です（ｂ）。
この 他に関 節の靭 帯、筋などの軟 部 組 織 が 一 番 緩いポジション（least packed 
position(LPP)）（ｃ）、逆に関節の靭帯の緊張が最も高く固定力も高い（close packed 
position(CPP)）、関節を損傷したとき、一番痛みのないポジション（疼痛回避肢位）など
があります（ｄ）。
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ある男性の場合、前腕を回外位にすると円回内筋の緊張で止まってしまうことがあり、
筋性のエンドフィールになります。

④ 硬くて弾力性もなく痛みを伴う（筋スパズム性制限）
病的エンドフィールの代表格です。臨床でよく遭遇するのは急性期の四十（五十）肩で
しょう。夜間痛を呈する炎症期では腕を挙げようとしても痛くて挙がらないということ
が多々あります。脳が「これ以上動かしたくない！！」と思い筋緊張を高めてきます。これは
ギプスで何週も固定したわけではないので拘縮とは違い、本当は緩い関節かもしれま
せん。他には急性腰痛症に見られる疼痛性側彎症です。正しい姿勢を取らせようとすると
痛くてできない状態です。

　いかがでしたでしょうか？　最低限、この４つのエンドフィールを理解しているだけで
治療の方向性が見えてくると思いませんか？　筋性であれば筋に対するアプローチを第一
選択に行い、関節周囲組織性であれば次週ご紹介するジョイントプレイテストを行い関節
に対するアプローチを行うという流れになります。骨性（病的エンドフィール）であれば
レントゲンやエコーでの検査が必要となります。痛みによるエンドフィールであればさらに
病態を詳しく診ていくことになります。

３．エンドフィールテストの注意点
　エンドフィールテストの手順としては健側から行い患側をテストします。逆になると患者は
痛い検査をされたことで力が入ってしまい正確な検査が困難になってしまいます。もう
一つ大切なチェック事項は左右差です。テキストには各関節の正常可動域が記してあります
が関節が硬い人も柔らかい人もいます。硬い人が全員治療対象ではありませんが左右差が
ある人はしっかり検査していく必要があります。例外は人工関節の人やスポーツによる
競技特性で左右差がある人、脳血管疾患で麻痺のある人です。（図3）

　今までいくつかの団体で認定試験の試験官をさせてもらいましたが、セラピストには
検査に問題がある人が多く、せっかく手技が上手いのに臨床で結果が出ないといった、もったい
ないことになっています。検査ができなければ思いつきで手技をやっているのと一緒で
治る人もいれば治らない人も出てきます。

　次回は他動運動テストPart２ジョイントプレイテストです。非生理学的な関節運動で関節
の遊び（joint play）を評価し治療も行っていきます。引き続きリクエスト、講習会依頼、
ご質問は info@ogikubo-rehabili.com までよろしくお願いいたします。MDX開業セミナー
での技術講習の担当も始めましたので皆様にお会いできるのを楽しみにしています。

図1：自動運動最終域 図2：エンドフィール
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　ひーりんぐマガジンをご愛読の先生こんにちは！　今回は患者の評価に必要不可欠
な検査についてお話しします。自動運動テストや他動運動、疼痛誘発テストなどがありま
すが先生方はどのように使い分けをなさっていますでしょうか？　治療前、治療後の効果
判定の評価がなければ患者も納得できませんし、セラピストはその治療が良かったのか悪
かったのかも分かりません。治療の流れはいつでも評価⇒治療⇒再評価ということになり
ます。

　今回紹介する他動運動テストは患者自身が関節を動かす〝自動運動〟とは違い、セラ
ピストが他動的に関節を動かし評価をする検査法です。大きく分けると①エンドフィール
テストと②ジョイントプレイテストに分かれます。ただ、医学の世界では【再現性の低い
検査法】となっていますのである程度の熟練が必要です。再現性が高いというのは私が
行う検査と臨床１年目の先生が行う検査の結果が同じでなくてはいけないということ
です。
　再現性といえば、最近の技術系セミナーの見出しで【再現性の高い治療】をうたっている
ものがありますが、生物医学のジャンルで再現性とは検査のことを言います。現状は流行り
のキーワードが好きなコンサルが言っているにすぎないのでセミナー選びの際は騙されない
ようにしてください。

１．関節運動の基礎
　エンドフィールを説明する前に関節運動の基礎を説明します。関節にはポジションにより
分類があります。LPPやCPPなどという単語を聞いたことがあるかと思います。
　実際に図を使って説明していきます。

　図の（a）は関節運動の中間域です。「関節が硬い」というのは中間域が狭いことを言い
ます。中間域の先には弾性領域がありこれから説明するエンドフィールの領域です（ｂ）。
この 他に関 節の靭 帯、筋などの軟 部 組 織 が 一 番 緩いポジション（least packed 
position(LPP)）（ｃ）、逆に関節の靭帯の緊張が最も高く固定力も高い（close packed 
position(CPP)）、関節を損傷したとき、一番痛みのないポジション（疼痛回避肢位）など
があります（ｄ）。

ある男性の場合、前腕を回外位にすると円回内筋の緊張で止まってしまうことがあり、
筋性のエンドフィールになります。

④ 硬くて弾力性もなく痛みを伴う（筋スパズム性制限）
病的エンドフィールの代表格です。臨床でよく遭遇するのは急性期の四十（五十）肩で
しょう。夜間痛を呈する炎症期では腕を挙げようとしても痛くて挙がらないということ
が多々あります。脳が「これ以上動かしたくない！！」と思い筋緊張を高めてきます。これは
ギプスで何週も固定したわけではないので拘縮とは違い、本当は緩い関節かもしれま
せん。他には急性腰痛症に見られる疼痛性側彎症です。正しい姿勢を取らせようとすると
痛くてできない状態です。

　いかがでしたでしょうか？　最低限、この４つのエンドフィールを理解しているだけで
治療の方向性が見えてくると思いませんか？　筋性であれば筋に対するアプローチを第一
選択に行い、関節周囲組織性であれば次週ご紹介するジョイントプレイテストを行い関節
に対するアプローチを行うという流れになります。骨性（病的エンドフィール）であれば
レントゲンやエコーでの検査が必要となります。痛みによるエンドフィールであればさらに
病態を詳しく診ていくことになります。

３．エンドフィールテストの注意点
　エンドフィールテストの手順としては健側から行い患側をテストします。逆になると患者は
痛い検査をされたことで力が入ってしまい正確な検査が困難になってしまいます。もう
一つ大切なチェック事項は左右差です。テキストには各関節の正常可動域が記してあります
が関節が硬い人も柔らかい人もいます。硬い人が全員治療対象ではありませんが左右差が
ある人はしっかり検査していく必要があります。例外は人工関節の人やスポーツによる
競技特性で左右差がある人、脳血管疾患で麻痺のある人です。（図3）

　今までいくつかの団体で認定試験の試験官をさせてもらいましたが、セラピストには
検査に問題がある人が多く、せっかく手技が上手いのに臨床で結果が出ないといった、もったい
ないことになっています。検査ができなければ思いつきで手技をやっているのと一緒で
治る人もいれば治らない人も出てきます。

　次回は他動運動テストPart２ジョイントプレイテストです。非生理学的な関節運動で関節
の遊び（joint play）を評価し治療も行っていきます。引き続きリクエスト、講習会依頼、
ご質問は info@ogikubo-rehabili.com までよろしくお願いいたします。MDX開業セミナー
での技術講習の担当も始めましたので皆様にお会いできるのを楽しみにしています。
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な検査についてお話しします。自動運動テストや他動運動、疼痛誘発テストなどがありま
すが先生方はどのように使い分けをなさっていますでしょうか？　治療前、治療後の効果
判定の評価がなければ患者も納得できませんし、セラピストはその治療が良かったのか悪
かったのかも分かりません。治療の流れはいつでも評価⇒治療⇒再評価ということになり
ます。

　今回紹介する他動運動テストは患者自身が関節を動かす〝自動運動〟とは違い、セラ
ピストが他動的に関節を動かし評価をする検査法です。大きく分けると①エンドフィール
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検査法】となっていますのである程度の熟練が必要です。再現性が高いというのは私が
行う検査と臨床１年目の先生が行う検査の結果が同じでなくてはいけないということ
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　再現性といえば、最近の技術系セミナーの見出しで【再現性の高い治療】をうたっている
ものがありますが、生物医学のジャンルで再現性とは検査のことを言います。現状は流行り
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１．関節運動の基礎
　エンドフィールを説明する前に関節運動の基礎を説明します。関節にはポジションにより
分類があります。LPPやCPPなどという単語を聞いたことがあるかと思います。
　実際に図を使って説明していきます。
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この 他に関 節の靭 帯、筋などの軟 部 組 織 が 一 番 緩いポジション（least packed 
position(LPP)）（ｃ）、逆に関節の靭帯の緊張が最も高く固定力も高い（close packed 
position(CPP)）、関節を損傷したとき、一番痛みのないポジション（疼痛回避肢位）など
があります（ｄ）。

ある男性の場合、前腕を回外位にすると円回内筋の緊張で止まってしまうことがあり、
筋性のエンドフィールになります。

④ 硬くて弾力性もなく痛みを伴う（筋スパズム性制限）
病的エンドフィールの代表格です。臨床でよく遭遇するのは急性期の四十（五十）肩で
しょう。夜間痛を呈する炎症期では腕を挙げようとしても痛くて挙がらないということ
が多々あります。脳が「これ以上動かしたくない！！」と思い筋緊張を高めてきます。これは
ギプスで何週も固定したわけではないので拘縮とは違い、本当は緩い関節かもしれま
せん。他には急性腰痛症に見られる疼痛性側彎症です。正しい姿勢を取らせようとすると
痛くてできない状態です。

　いかがでしたでしょうか？　最低限、この４つのエンドフィールを理解しているだけで
治療の方向性が見えてくると思いませんか？　筋性であれば筋に対するアプローチを第一
選択に行い、関節周囲組織性であれば次週ご紹介するジョイントプレイテストを行い関節
に対するアプローチを行うという流れになります。骨性（病的エンドフィール）であれば
レントゲンやエコーでの検査が必要となります。痛みによるエンドフィールであればさらに
病態を詳しく診ていくことになります。

３．エンドフィールテストの注意点
　エンドフィールテストの手順としては健側から行い患側をテストします。逆になると患者は
痛い検査をされたことで力が入ってしまい正確な検査が困難になってしまいます。もう
一つ大切なチェック事項は左右差です。テキストには各関節の正常可動域が記してあります
が関節が硬い人も柔らかい人もいます。硬い人が全員治療対象ではありませんが左右差が
ある人はしっかり検査していく必要があります。例外は人工関節の人やスポーツによる
競技特性で左右差がある人、脳血管疾患で麻痺のある人です。（図3）

　今までいくつかの団体で認定試験の試験官をさせてもらいましたが、セラピストには
検査に問題がある人が多く、せっかく手技が上手いのに臨床で結果が出ないといった、もったい
ないことになっています。検査ができなければ思いつきで手技をやっているのと一緒で
治る人もいれば治らない人も出てきます。

　次回は他動運動テストPart２ジョイントプレイテストです。非生理学的な関節運動で関節
の遊び（joint play）を評価し治療も行っていきます。引き続きリクエスト、講習会依頼、
ご質問は info@ogikubo-rehabili.com までよろしくお願いいたします。MDX開業セミナー
での技術講習の担当も始めましたので皆様にお会いできるのを楽しみにしています。
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認
さ
れ
た
。

　

理
事
長
佐
藤
吉
隆
氏
は
総
会
に
先
立

ち
挨
拶
を
述
べ
た
後
、議
長
に
理
事
の

木
俣
真
人
氏
を
指
名
。議
長
は
本
会
開

催
の
た
め
の
参
加
会
員
数
が
定
足
数
に

達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
に
先
立
ち
、第
１
号
報
告
と
し

て
第
40
回
理
事
会
に
お
い
て
現
理
事
の

任
期
満
了
に
伴
う
後
任
を
佐
藤
吉
隆

氏
、上
田
曽
太
郎
氏
お
よ
び
木
俣
真
人

氏
の
重
任
と
し
、理
事
長
は
従
前
通
り

佐
藤
吉
隆
氏
が
務
め
る
こ
と
が
承
諾
さ

れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。　

　

続
い
て
行
わ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
。

第
１
号
議
案

議
事
録
署
名
人
選
任

第
２
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
実
績
報
告
お
よ
び

承
認

INDUSTRY NEWS

あ
は
き
療
養
費　

２
０
１
８
年
度　

悲
願
の
受
領
委
任
制
度
の
導
入
へ

特
定
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）法
人

日
本
手
技
療
法
協
会

「
第
12
回
定
期
通
常
総
会
開
催
」Webひーりんぐマガジン

総会の議事録は以下のwebページ
（WebヒーリングマガジンHP）

で公開されています。

http://www.e-shugi.jp
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７
・
多
部
位
施
術
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

８
・
長
期
施
術
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

９
・
頻
回
施
術
に
関
す
る
こ
と

10
・
施
術
情
報
提
供
料
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

　

こ
の
10
項
目
に
加
え
て
検
討
専
門
委
員
会
で
の

課
題
の
一
つ
、不
正
行
為
で
あ
る「
同
一
施
術
所
に
お

け
る
同
一
患
者
の
負
傷
と
治
癒
な
ど
を
繰
り
返
す
施

術
」、い
わ
ゆ
る「
部
位
転
が
し
」を
加
え
た
審
査
を
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、柔
整
審
査
会
に「
施

術
管
理
者
は
申
請
書
の
記
載
内
容
等
に
つ
い
て
柔
整

審
査
会
か
ら
紹
介
を
受
け
た
場
合
は
的
確
に
回
答
す

る
こ
と
」「
柔
整

審
査
会
は
審
査

に
当
た
り
必
要

と
認
め
る
と
き

は
、
開
設
者
、
施

術
管
理
者
、お
よ

び
勤
務
す
る
柔

整
師
か
ら
報
告

な
ど
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
調
査
権

限
を
与
え
る
方

向
に
動
い
て
い

ま
す
。

◇

　

治
癒
ま
で
長
く
か
か
る
患
者
の
保
険
請
求
で
、２

カ
月
ま
た
は
３
カ
月
で
と
り
あ
え
ず
治
癒
と
す
る
と

い
う
方
法
で
保
険
請
求
を
行
っ
て
い
る
柔
整
師
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
の
場
合
、２
カ
月
な
い
し
３

カ
月
で
治
癒
と
す
る
こ
と
に
根
拠
が
な
く
、「
こ
れ
以

上
の
期
間
だ
と
長
期
理
由
が
必
要
と
な
る
か
ら
」「
そ

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
の
年
度
末
ま
で
に
、社
会
保

障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
の
柔
道
整
復
療
養
費
検
討
専

門
委
員
会
は
11
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。議
論
を
経
て
16

年
度
内
に
実
施
さ
れ
た
の
は
、「
同
一
建
物
の
複
数
患
者

へ
の
見
直
し
」１
本
で
す
。検
討
課
題
と
し
て
17
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
た
の
は
、「『
亜
急
性
』の
文
言
の
見
直
し
」

「
支
給
基
準
の
明
確
化
の
た
め
の
事
例
の
収
集
と
公
表
」

「
個
別
指
導
・
監
査
の
迅
速
化
」「
不
適
正
な
広
告
の
是

正
」「
施
術
管
理
者
に
つ
い
て
研
修
受
講
や
実
務
経
験
を

要
件
と
す
る
仕
組
み
の
導
入
」な
ど
17
本
で
す
。

　

そ
の
中
で
今
年
度
内
に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
も
の
で
、不
正
請
求
防
止
の
た
め
に
検
討
課
題
に

な
っ
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今

年
度
の
保
険
者
の
審
査
体
制
、審
査
内
容
が
あ
る
程
度

予
想
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
課
題
に「
柔
道
整
復
療
養
費
審
査
委
員

会（
柔
整
審
査
会
）の
権
限
を
強
化
し
、不
正
請
求
の
疑

い
が
強
い
施
術
所
に
資
料
の
提
出
や
説
明
を
求
め
る

仕
組
み
」を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ

の
柔
整
審
査
会
と
は
各
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
と
全
国
健
康
保
険
協
会
に
設
置
さ
れ
て

い
る
療
養
費
請
求
が
正
当
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機

関
で
す
。人
員
構
成
は
施
術
者
、保
険
者
、学
識
経
験
者

（
医
師
）か
ら
な
り
ま
す
。現
在
は
あ
く
ま
で
も
審
査
を

行
う
機
関
で
あ
り
、施
術
管
理
者
、患
者
へ
の
調
査
権

限
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
審
査
の
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

１
・
負
傷
名
お
よ
び
算
定
部
位
に
関
す
る
こ
と

２
・
初
検
時
お
よ
び
時
間
外
加
算
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

３
・
往
療
料
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

４
・
再
検
料
の
算
定
に
関
す
る
こ
と

５
・
近
接
部
位
に
関
す
る
こ
と

６
・
温
罨
法
、冷
罨
法
お
よ
び
電
療
料
の
加
算
の
算
定

に
関
す
る
こ
と

「2017年度の療養費の
審査体制と審査内容」

請求代行会社療養費請求担当：療養太郎（仮名）

続・療養費の
請求と支給 第33回

柔道整復療養費検討専門委員会



事例に学ぶ 開業後の成功と失敗開業前の準備と資金調達ノウハウ
教えます

独立開業セミナー開催決定！
6月4日(日)13時30分～15時まで

       当事務所にて 参加費無料！

無料！ 独立開業相談は随時実施していますお問い合わせください !

将来開業を考えている皆様のご参加をお待ちしています!!

セミナーの参加はお電話で
本の購入はHPから ☞ TEL : 03-3491-4812   URL : http://www.tokyo-smile-shugi.jp/上田公認会計士事務所

〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11 住友生命五反田ビル10階

独立開業セミナー開催決定
6月4日(日)13時30分～15時
     

手技治療院
実積No.1
顧問先350件以上 
20年以上の実積！ 税務調査対応も安心！

日 の々面倒な経理
作業をおまかせ
ください!!

「上田曽太郎の初歩の会計教室」
    が本になりました！

あの

売上を伸ばす治療院の秘訣がこの
1冊に！最新情報を加筆した、治療院
経営のバイブル！！

毎月1万円から 記帳代行をお受けします。
専任担当者がつきます。
税務相談もOK

●

●

●

作業をおまかせ無料相談
実施中

「上田曽太郎の初歩の会計教室」でおなじみの上田曽太郎が徹底解説

ひーりんぐマガジン55号_広告_上田公認会計士事務所（cc2014）
2017.04.04   神山(1)  1340

23 No.55 ／ 2017 ／ Spring

れ
以
上
継
続
す
る
と
慢
性
と
疑
わ
れ
る
か
ら
」と
い
っ

た
理
由
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
保
険
請
求
を
行
っ
て
い
る
柔
整
師
は
、

患
者
や
そ
の
方
の
症
状
で
は
な
く
保
険
者
や
保
険
請

求
の
仕
方
だ
け
を
考
え
て
い
る
人
で
す
。こ
の
よ
う
な

考
え
方
を
持
っ
て
い
る
柔
整
師
か
ら＂
長
期
繰
り
返
し

施
術
に
関
し
て
＂と
い
う
相
談
を
受
け
て
も
、相
談
に

乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。初
検
の
段
階
で＂
外
傷
で

あ
る
＂と
鑑
別
が
で
き
て
い
る
か
、そ
の
症
状
や
状
態

を
患
者
に
説
明
し
て
い
る
か
、自
覚
症
状
な
ら
び
に
検

査
に
よ
る
鑑
別
な
ど
、日
々
の
経
過
が
す
べ
て
施
術
録

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
、こ
の
よ
う
な
柔
整
師
は
ま

ず
、こ
こ
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。健
康

保
険
を
使
用
す
る
の
は
患
者
の
権
利
で
す
。患
者
の
訴

え
て
い
る
痛
み
を＂
外
傷
で
あ
る
＂と
判
断
し
、そ
れ
を

患
者
へ
的
確
に
説
明
し
健
康
保
険
を
適
用
さ
せ
る
こ

と
は
柔
道
整
復
師
の
義
務
で
す
。

　

保
険
者
が
厳
し
く
な
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、自

費
を
中
心
と
し
た
施
術
に
切
り
替
え
る
接
骨
院
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。柔
道
整
復
師
と
し
て
の
知
識

と
経
験
と
技
術
で「
外
傷
」で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

て
健
康
保
険
が
適
用
と
な
る
患
者
も
、保
険
請
求
が
厳

し
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、健
康
保
険
の
請
求
を
行
わ

ず
自
費
を
徴
収
す
る
こ
と
は
患
者
に
と
っ
て
は
不
利

益
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、長
期
繰
り
返
し
施
術
は
も
ち
ろ
ん
多
部
位
請

求
、詳
細
な
負
傷
原
因
の
記
載
な
ど
細
部
に
わ
た
る
厳

し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。結
果
、保
険
者
返
戻
と
な
っ

て
も
保
険
請
求
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
必
ず
再

請
求
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。再
請
求
を
し

な
い
こ
と
で「
や
は
り
不
正
請
求
し
て
い
た
」と
保
険
者

に
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。ま
た
常
に
保
険

者
の
審
査
傾
向
で
部
位
を
制
限
し
た
り
せ
ず
事
実
の
通

り
保
険
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。







　

上
田
会
計
で
は
、個
人
事
業
、法
人
も
含
め

て
３
５
０
件
以
上
の
治
療
院
を
見
て
お
り
ま

す
。今
回
、平
成
28
年
度
個
人
事
業
の
確
定
申

告
が
終
了
し
た
の
に
あ
わ
せ
て
、治
療
院
の

売
上
・
経
費
の
統
計
デ
ー
タ（
月
次
平
均
値
）

を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。対
象
は
、顧
問
先
の
個
人
事
業
お
よ
び
法

人
で
、事
業
所
の
う
ち
、個
人
事
業
形
態
の
割

合
は
70
％
、法
人
形
態
30
％
。顧
問
先
の
地
域

は
関
東
圏
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。年
の
途
中
で

開
業
さ
れ
た
場
合
は
、開
業
月
か
ら
の
月
割

で
平
均
月
額
を
計
算
し
ま
し
た
。た
だ
し
開

業
半
年
未
満
の
治
療
院
は
除
外
し
ま
し
た
。

法
人
に
つ
い
て
は
、直
近
の
決
算
期
２
期
分

を
使
用
。そ
の
た
め
、個
人
事
業
と
の
比
較
時

期
が
ず
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、個
人
事
業
と
比

較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、営
業
経
費
に

含
ま
れ
て
い
る
同
族
関
係
者
の
役
員
報
酬
は

除
外
し
て
い
ま
す
。一
事
業
所
ご
と
の
数
値

に
し
て
法
人
、個
人
事
業
の
違
い
な
く
数
値

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。具
体

的
に
は
、個
人
事
業
で
も
分
院
が
あ
る
場
合

は
、本
院
と
分
院
別
々
に
分
け
て
一
事
業
所

ご
と
の
売
上
・
経
費
の
平
均
値
を
計
算
し
て

い
ま
す
。法
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

ま
ず
、売
上
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。全

件
平
均
値
を
見
る
と
平
成
25
年
以
前
の
数
値

は
表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、月
売
上
は
平
成

28
年
ま
で
６
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

内
訳
を
見
る
と
保
険
売
上
が
６
年
連
続
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、自
費
収
入
は
昨

年
ま
で
５
年
連
続
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
平

成
28
年
は
前
年
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。保
険

上
田
曽
太
郎
の

初
歩
の
会
計
教
室

者
の
審
査
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、自
費
施
術
に
移
行
し
て
い
る
治
療
院
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、思
う
よ
う
に

自
費
収
入
を
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。自
賠
責
収
入
も
３
年
連
続
減
少
し
て
い

ま
す
。交
通
事
故
自
体
が
減
少
傾
向
に
あ
り

治
療
件
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

経
費
に
つ
い
て
は
、経
費
合
計
が
平
成
27

年
９
５
７
千
円
、平
成
28
年
９
４
９
千
円
、減

少
額
は
８
千
円
と
微
減
で
す
。内
訳
で
見
る

と
、従
業
員
給
与
、家
賃
と
も
２
年
連
続
で
減

少
し
ま
し
た
。売
上
の
減
少
に
伴
い
、こ
れ
ま

で
よ
り
従
業
員
数
を
削
減
し
、よ
り
床
面
積

が
小
さ
く
家
賃
の
安
い
と
こ
ろ
で
営
業
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。広
告
宣
伝
費

の
減
少
は
、広
告
を
出
す
余
裕
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

結
果
と
し
て
営
業
利
益
は
、平
成
28
年
は
前

年
比
16
千
円
減
少
し
ま
し
た
。営
業
利
益
率

（
営
業
利
益

÷

売
上
合
計
）は
31
・
２
％
か
ら
30
・

５
％
に
ダ
ウ
ン
で
す
。し
か
し
個
人
事
業
だ
け

で
見
る
と
平
成
28
年
は
前
年
比
で
売
上
は
６
千

円
減
少
、経
費
は
７
千
円
減
少
、結
果
営
業
利
益

は
１
千
円
の
微
増
で
し
た
。自
費
収
入
は
増
加

し
て
お
り
、こ
の
環
境
下
で
大
健
闘
さ
れ
ま
し

た
。一
方
、法
人
は
、前
年
比
売
上
減
21
千
円
、経

費
増
25
千
円
に
よ
り
利
益
減
46
千
円
で
し
た
。

第
52
回

平
成
28
年
度
治
療
院
の

売
上
・
経
費
デ
ー
タ

経
費
は
微
減
、結
果
営
業
利
益
は
減
少
、

し
か
し
個
人
事
業
は
利
益
増

売
上
減
少
傾
向
に
歯
止
め
か
か
ら
ず
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表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
売
上
上
位
20
％
院

の
平
均
値
を
見
ま
す
と
、平
成
28
年
は
売
上

減
少
、経
費
増
に
よ
り
営
業
利
益
が
減
少
し

ま
し
た
。自
費
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
の

が
原
因
で
す
。全
件
売
上
高
に
占
め
る
売
上

上
位
20
％
院
の
割
合
は
41
％
で
、前
年
40
％

で
し
た
の
で
微
増
で
す
。業
界
の
売
上
上
位

２
割
で
業
界
売
上
全
体
の
４
割
を
占
め
て
い

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。経
費
総
額
は
増
加
し

営
業
利
益
は
減
少
し
ま
し
た
。売
上
上
位
店

舗
は
法
人
形
態
が
多
く
、社
会
保
険
へ
の
強

制
加
入
に
よ
る
法
定
福
利
費
の
増
加
が
利
益

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
営
業
利
益
上
位
20
％
院
の
平
均
値
を

見
ま
す
。売
上
大
幅
減
少
、経
費
も
減
少
し
ま

し
た
が
結
果
営
業
利
益
も
減
少
し
ま
し
た
。

月
売
上
の
中
で
も
自
費
収
入
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。全
件
の
営
業
利
益
合
計
に
占

め
る
営
業
利
益
上
位
20
％
の
方
々
の
利
益
合

計
は
44
％
で
す
。〝
業
界
の
上
位
２
割
で
業
界

全
体
の
４
割
強
の
利
益
を
た
た
き
出
し
て

い
る
〞と
い
え
ま
す
。営
業
利
益
が
年
間
で

１
千
万
円
を
超
え
た
方
が
こ
の
中
で
45
％
。

全
体
で
は
９
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

東
京
23
区
内
、東
京
23
区
外
、神
奈
川
県
、埼

玉
県
、千
葉
県
、そ
の
他
の
６
つ
に
分
け
た

デ
ー
タ
を
紹
介
し
ま
す
。〝
東
京
23
区
内
〞は
、

月
平
均
売
上
が
前
年
比
１
６
１
千
円（
10
・

６
％
）の
大
幅
減
で
し
た
。保
険
売
上
、自
費

収
入
、自
賠
責
収
入
い
ず
れ
も
減
少
で
す
。こ

れ
は
店
舗
増
に
よ
る
過
当
競
争
に
よ
り
１
店

舗
当
た
り
の
患
者
数
が
減
少
し
て
き
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。実
績

デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
23
区
内
は
自
費
施
術
に

力
を
入
れ
て
過
去
３
年
間
自
費
収
入
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
が
平
成
28
年
は
前
年
割
れ

と
な
り
ま
し
た
。自
費
収
入
で
売
上
を
伸
ば

す
の
も
限
界
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。神
奈
川
県
も
同
様
の
結
果
で
し
た
。し

か
し
東
京
23
区
外
、埼
玉
県
、千
葉
県
は
売
上

増
、利
益
増
と
な
り
、ま
だ
過
当
競
争
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
経
費
科
目
に〝
研
修
費
〞

を
追
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
自
費
収
入
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
手
技
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
さ
れ
る
治
療
院
が
増
え
て
き
た
た
め
で

す
。手
技
セ
ミ
ナ
ー
代
50
万
円
、１
０
０
万

円
、中
に
は
二
日
で
２
０
０
万
円
と
い
っ
た

高
額
セ
ミ
ナ
ー
の
領
収
書
を
拝
見
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
し
た
。自
ら
の
手
技
に
自
信

を
お
持
ち
の
方
が
、自
ら
手
技
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
売
り
上
げ
に
貢
献
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て

き
ま
し
た
。今
後
も
治
療
院
の
研
修
費
は
増

加
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

売
上
、営
業
利
益
上
位
20
％
の
特
徴

研
修
費
が
増
加
傾
向

〝
東
京
23
区
内
〞〝
神
奈
川
県
〞売
上
減
少

単位：円治療院月次売上・経費  3年比較　（　）は減額

※ 研修日はH28年度より追加。前年以前はその他経費に含まれる。

平成26年度 平成27年度 前年比増減 前年比増減平成28年度
全件平均値科目

保険売上

その他（物販等）

売上合計

従業員給与（専従者を除く）

支払家賃

減価償却費

交際費

福利厚生費

リース料

広告宣伝費

研修費

その他経費

経費計

営業利益

自費収入

自賠責収入
自費売上

954,696 

362,303 

173,833 

28,040 

1,518,873 
412,717 

183,508 

64,711 

22,358 

7,417 

24,682 

26,064 

367,816 

1,109,274 
409,599 

62.9%

23.9%

11.4%

1.8%

100.0%
27.2%

12.1%

4.3%

1.5%

0.5%

1.6%

1.7%

24.2%

73.0%
27.0%

830,362 

374,546 

164,394 

21,544 

1,390,846 
326,078 

170,049 

65,426 

22,818 

22,433 

6,627 

25,433 

318,706 

957,569 
433,277 

59.7%

26.9%

11.8%

1.5%

100.0%
23.4%

12.2%

4.7%

1.6%

1.6%

0.5%

1.8%

22.9%

68.8%
31.2%

(124,334)

12,243 

(9,439)

(6,496)

(128,027)

(86,639)

(13,459)

714 

460 

15,016 

(18,056)

(632)

(49,110)

(151,705)
23,678 

‒13.0%

3.4%

‒5.4%

‒23.2%

‒8.4%
‒21.0%

‒7.3%

1.1%

2.1%

202.5%

‒73.2%

‒2.4%

‒13.4%

‒13.7%
5.8%

813,837 

364,093 

155,391 

33,412 

1,366,734 
305,334 

162,752 

69,320 

26,868 

24,184 

6,394 

19,788 

17,922 

317,036 

949,597 
417,137 

59.5%

26.6%

11.4%

2.4%

100.0%
22.3%

11.9%

5.1%

2.0%

1.8%

0.5%

1.4%

1.3%

23.2%

69.5%
30.5%

(16,525)

(10,453)

(9,003)

11,868 

(24,113)

(20,744)

(7,297)

3,894 

4,050 

1,751 

(233)

(5,645)

(1,670)

(7,972)

(16,140)

‒2.0%

‒2.8%

‒5.5%

55.1%

‒1.7%
‒6.4%

‒4.3%

6.0%

17.7%

7.8%

‒3.5%

‒22.2%

‒0.5%

‒0.8%
‒3.7%
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PCC治療家塾 検 索

なんだ！
こうすれば
よかったんだ！

お問い合わせはこちらから    ▶▶▶    URL : http://e-pcc.jp   もしくは

5,000円分クーポンと
CD教材「必ずリピートする方法」を
5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポン5,000円分クーポンとと
「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」「必ずリピートする方法」
無料プレゼント！！

直接HPから
書籍購入の
方には

直接HPから
書籍購入の
直接HPから直接HPから直接HPから

治療院
リラクゼーション

経営塾

はじめての人でも成功する！

花谷 博幸［著］
■ かんき出版   ■ 1,600円+税（1,728円）
※ 送料なし代引きご書籍のみでお送りします。

ひーりんぐマガジン_55号_広告_患者満足推進協会(cc2014)
2017.03.30   神山(1)  1440



花谷博幸vol.   50

患者さんに見える清潔感の提供

花谷博幸（はなたにひろゆき）
ＰＣＣ治療家塾主宰

「治療院リラクゼーション経営塾」
関連教材多数絶賛発売中！   
注文はサイトから　http://e-pcc.jp

た
だ
、ど
う
し
て
も
連
絡
の
つ
か
な
い
患
者

さ
ん
が
い
て
、こ
れ
か
ら
は
自
宅
の
電
話
番

号
と
携
帯
の
番
号
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う

に
カ
ル
テ
を
書
き
換
え
ま
し
た
。

　
私
が
最
近
会
員
さ
ん
に
伝
え
て
い
る
経
営

戦
略
の
一
つ
と
し
て「
清
潔
感
に
お
け
る
差

別
化
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。現
在
繁
盛

し
て
い
な
い
治
療
院
の
ほ
と
ん
ど
が
昔
な
が

ら
の
古
い
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。

　
私
の
院
で
は
当
初
か
ら
、一
人
の
患
者
さ

ん
が
終
わ
っ
た
ら
胸
マ
ッ
ト
周
辺
の
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
花
粉
症
対
策
、エ
ア
コ
ン

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、換
気
に
も
気
を
遣
っ
て

い
ま
す
。ト
イ
レ
は
毎
日
２
回
清
掃
と
私
自

身
が
花
粉
症
で
潔
癖
症
な
の
で
、ほ
こ
り
や

清
潔
感
に
は
と
て
も
敏
感
で
す
。院
の
清
潔

感
は
院
長
の
清
潔
感
に
比
例
し
ま
す
。実

際
、当
院
の
エ
キ
テ
ン
コ
メ
ン
ト
に
は「
清

潔
感
が
あ
っ
て
い
い
」と
よ
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。「
こ
ん
な
時
期
に
病
院
に
行
っ
た
ら
逆

に
感
染
し
ち
ゃ
う
」な
ん
て
話
を
よ
く
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
治
療
家
も
感
染
リ
ス
ク

の
検
討
と
と
も
に
、病
院
も
含
め
日
本
の
医

療
業
界
は
清
潔
感
に
よ
る
差
別
化
こ
そ
が

評
価
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
発
売
さ
れ
た
新
著「
初
め
て
の

人
で
も
成
功
す
る
！
　
治
療
院
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
経
営
塾
」が
好
評
増
刷
と
な
り
ま

し
た
。Ｐ
Ｃ
Ｃ
治
療
家
塾
の
花
谷
博
幸
で
す
。

　
１
月
、私
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

治
療
院
を
休
診
に
し
ま
し
た
。治
療
家
歴

24
年
間
で
２
回
目
の
体
調
不
良
に
よ
る
休

診
で
す
。１
回
目
は
過
労
で
吐
血
し
て
４
日

間
の
入
院
、２
回
目
が
今
回
の
牡
蠣
が
原
因

の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
は
電
車
に

乗
る
と
乗
客
全
員
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
る

よ
う
な
状
態
で
す
。花
粉
症
が
そ
の
習
慣
を

作
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、日
本
人
は
目
に

見
え
な
い
モ
ノ
に
異
常
な
ま
で
に
予
防
意

識
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、ま
ず
考
え
た
い
の
が
、自
分
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
ど
う
す
べ
き
か
？
　
家
族
が
感

染
し
た
ら
ど
う
す
る
か
？
　
患
者
さ
ん
に

ど
う
伝
え
る
か
？
　
な
ど
で
す
。予
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
電
話
、院
外
張
り
紙
、患
者
さ

ん
へ
の
告
知
、院
内
で
の
再
感
染
リ
ス
ク
な

ど
の
表
記
内
容
に
つ
い
て
、風
評
被
害
を
考

え
た
と
き
、真
実
を
伝
え
れ
ば
避
け
ら
れ
誤

魔
化
せ
ば
ク
レ
ー
ム
に
ま
で
発
展
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら
に
診
療
が
止
ま
れ
ば

売
上
は
な
く
な
り
ま
す
。症
状
は
治
っ
て
も

潜
伏
期
間
を
医
療
従
事
者
と
し
て
ど
う
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
以
前
か
ら
治
療
家
で
あ
る
以
上
、

「
風
邪
は
休
診
日
に
ひ
く
技
量
が
な
く
て

は
ダ
メ
だ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。実
際
、私

は
今
ま
で
必
ず
休
診
日
に
寝
込
み
、   

年
間

休
診
日
以
外
に
休
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
回
の
よ
う
に
感
染
リ
ス
ク

の
大
き
い
病
気
の
場
合
は
潜
伏
期
間
も
含

め
て
１
週
間
弱
の
期
間
を
ど
う
考
え
る

か
？
　
こ
れ
は
経
営
者
と
し
て
治
療
家
と

し
て
の
倫
理
の
問
題
で
す
。

　
私
は
感
染
後
５
日
間
の
す
べ
て
の
予
約

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
に
は

電
話
連
絡
で
は
体
調
不
良
と
し
て
回
答
し
、

問
わ
れ
た
ら「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」と
伝
え
る

よ
う
、現
場
に
は「
牡
蠣
で
の
食
中
毒
」と
話

す
よ
う
に
メ
ー
ル
で
指
示
し
ま
し
た
。翌

週
、患
者
さ
ん
か
ら「
休
ん
で
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。患
者
さ
ん
も

感
染
は
嫌
で
す
し
元
気
な
状
態
の
私
か
ら

治
療
を
受
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
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回
答
：
療
養
費
の
支
給
の
可
否
を
決
定
す
る

の
は
保
険
者
で
あ
る
た
め
、支
給
決
定
に
当

た
っ
て
の
最
終
的
な
判
断
は
保
険
者
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
が
、療
養
費
の
支
給
は
療
養
の

給
付
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

り
、保
険
者
ご
と
に
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て

差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
、取
扱
い
指
針
と
し

て
の
支
給
基
準
等
を
国
が
通
知
等
に
よ
り
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
２
：「
請
求
の
あ
っ
た
療
養
費
は
、適
正
な
支

給
を
確
保
し
つ
つ
速
や
か
に
支
給
決
定
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
」と
あ
る
が
、「
速
や
か
」と
は
、

具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
指
す
か
。

回
答
：
具
体
的
に「
何
日
以
内
」と
確
定
的
に

期
限
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、可
能
な
限

り
速
く
支
給
決
定
す
る
よ
う
保
険
者
に
対
し

て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

問
３
：
療
養
費
支
給
申
請
書
に
は
、毎
回
同
意

書
の
写
し
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

回
答
：
療
養
費
の
支
給
が
可
能
と
さ
れ
る

期
間
内
に
お
け
る
２
回
目
以
降
の
請
求
に

あ
っ
て
は
、そ
の
添
付
を
省
略
し
て
差
し
支

え
な
い
。

問
４
：
支
給
申
請
書
に
記
載
す
る
再
同
意
の

日
付
に
つ
い
て
は
、い
つ
の
日
付
を
記
載
す

る
の
か
。

　

あ
は
き
療
養
費
の
請
求
は
健

康
保
険
法
な
ど
の
法
律
や「
は
り

師
、き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
師
の
施
術
に
係
る

療
養
費
の
支
給
の
留
意
事
項
等
に

つ
い
て
」（
平
成
16
年
10
月
１
日
保

医
発
第
１
０
０
１
０
０
２
号
）等

の
通
知
を
基
に
し
て
い
ま
す
。「
疑

義
解
釈
」は
療
養
費
算
定
な
ど
に

つ
い
て
保
険
者
や
治
療
院
な
ど
か

ら
受
け
た
問
い
合
わ
せ
と
回
答
を

取
り
ま
と
め
た
資
料
で
す
。

　

５
年
前
の
１
回
目
の
疑
義
解
釈

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
療
養
費
請

求
時
に
起
き
る
疑
問
点
で
、具
体

的
な
事
例
に
対
す
る
疑
義
解
釈
で

し
た
が
、今
回
は
法
律
と
通
知
の

整
合
性
や
通
知
等
の
語
句
の
解
釈

な
ど
保
険
者
の
立
場
か
ら
見
た
点

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
１
：
法
律
上
、療
養
費
に
つ
い
て

は
保
険
者
が
認
め
た
場
合
に
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
が
、一
方
で
療
養
費
の
取

扱
い
に
係
る
各
種
の
通
知
等
が
発

出
さ
れ
て
い
る
。法
律
の
規
定
と

こ
れ
ら
の
通
知
等
と
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。

第32回

ＮＰＯ法人日本手技療法協会  佐藤吉隆

第32回

訪問
マッサージ

の
現状

訪問
マッサージ

の
現状あん摩・マッサージ施術の疑義解釈あん摩・マッサージ施術の疑義解釈

　
２
月
28
日
に
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
か
ら

「
は
り
、き
ゅ
う
及
び
あ
ん
摩・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施

術
に
係
る
療
養
費
の
取
扱
い
に
関
す
る
疑
義
解

釈
」と
い
う
事
務
連
絡
通
知
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

あ
は
き
療
養
費
に
つ
い
て
の
事
務
連
絡
と
し
て

は
、平
成
24
年
２
月
13
日
に
続
く
２
回
目
で
す
。

　
今
回
は
こ
の
疑
義
解
釈
の
中
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

係
る
療
養
費
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

通
則
関
係

医
師
の
同
意
関
係
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を
も
っ
て
不
支
給
と
す
る
こ
と
や
返
戻
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
。

問
７
：「
保
険
者
が
同
意
医
師
に
対
し
行
う
照

会
等
は
、必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
」と
あ
る
が
、具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

回
答
：
例
え
ば
、療
養
費
の
適
正
給
付
の
た
め

に
保
険
者
が
同
意
内
容
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
を
指
す
。

問
８
：
療
養
費
の
支
給
に
あ
た
り
患
者
へ
の

照
会
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
か
。

回
答
：
療
養
費
の
支
給
の
可
否
に
か
か
る
判

断
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
等
、必
要
に
応
じ

て
患
者
に
対
し
て
照
会
等
を
行
い
、療
養
費

の
適
正
な
支
給
を
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。た
だ
し
、患
者
照
会
等
に
あ
た
っ
て
は
、

支
給
決
定
が
い
た
ず
ら
に
遅
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、審
査
上
、不
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

の
照
会
や
患
者
や
施
術
者
に
と
っ
て
過
度
の

負
担
と
な
る
よ
う
な
内
容
で
の
照
会
は
避
け

る
な
ど
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

問
９
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に

赴
い
た
場
合
に
往
療
料
は
算
定
で
き
る
か
。

回
答
：
再
同
意
の
日
付
に
つ
い
て
は
、実
際

に
医
師
が
再
同
意
を
行
っ
た
年
月
日
を
記

載
す
る
。

問
５
：
初
回
に
取
得
し
た
同
意
書
に
基
づ
く

支
給
可
能
期
間
が
終
了
し
た
後
、一
定
日
数

経
過
後
に
医
師
の
再
同
意
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、改
め
て
同
意
書
を
添
付
す
る
こ
と
が

必
要
か
。

回
答
：
支
給
可
能
期
間
終
了
後
、再
同
意
取
得

ま
で
の
間
の
施
術
に
対
す
る
療
養
費
の
支
給

は
当
然
認
め
ら
れ
な
い
が
、支
給
申
請
書
に

再
同
意
に
関
す
る
記
載
が
適
切
に
な
さ
れ
て

お
り
、再
同
意
日
以
降
の
施
術
が
前
回
療
養

費
の
支
給
対
象
と
し
た
施
術
か
ら
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ

る
と
保
険
者
が
判
断
し
た
場
合
は
、再
同
意

書
の
添
付
が
な
く
て
も
再
同
意
日
以
降
の
施

術
に
対
す
る
療
養
費
を
支
給
し
て
差
し
支
え

な
い
。変
形
徒
手
矯
正
術
に
つ
い
て
は
、改
め

て
同
意
書
の
添
付
を
必
要
と
す
る
。

問
６
：
同
意
書
の
様
式
に
つ
い
て
、保
険
者

の
判
断
に
よ
り
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

回
答
：
必
要
に
応
じ
て
保
険
者
に
お
い
て
基

準
と
し
て
掲
げ
た
項
目
以
外
の
項
目
を
追
加

す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
が
、あ
く
ま
で

支
給
の
可
否
を
判
断
す
る
う
え
で
必
要
な
項

目
に
留
め
る
べ
き
で
あ
り
、ま
た
医
師
が
回

答
で
き
る
範
囲
と
す
べ
き
で
あ
る
。な
お
、保

険
者
独
自
の
様
式
を
使
用
し
な
い
こ
と
の
み

往
療
料
関
連

療
養
費
の
算
定
関
係

回
答
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、養
護
老
人

ホ
ー
ム
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
患
者
に
対
す

る
往
療
に
関
し
て
は
、往
療
料
の
支
給
基
準

を
満
た
す
患
者
で
あ
れ
ば
、算
定
し
て
差
し

支
え
な
い
。老
人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型

医
療
施
設
に
行
っ
た
場
合
は
往
療
料
の
み

な
ら
ず
、施
術
料
も
算
定
で
き
な
い
。

☆

　

国
民
健
康
保
険
で
は
自
治
体
に
よ
っ
て

独
自
の
同
意
書
を
作
成
し
、指
定
同
意
書

と
し
て
こ
れ
以
外
の
同
意
書
で
は
受
け
付

け
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

問
６
の
回
答
で
示
さ
れ
た
よ
う
に「
保
険

者
独
自
の
様
式
を
使
用
し
な
い
こ
と
の
み

を
も
っ
て
不
支
給
と
す
る
こ
と
や
返
戻
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
」と
明
快
に
な
り
ま

し
た
。

　

往
療
料
関
連
の
回
答
で
は「
老
人
保
健
施

設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
行
っ
た
場
合

は
往
療
料
の
み
な
ら
ず
、施
術
料
も
算
定
で

き
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。入
院
患
者
に

つ
い
て
は
保
険
請
求
で
き
な
い
の
と
同
じ

く
老
人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
入
所
者
も
施
術
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
保
険
請
求
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
施
設
な
ど
の
許
可
さ
え
も

ら
え
れ
ば
自
費
で
施
術
を
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

　

通
知
は
問
１
の
回
答
で
述
べ
て
い
る
よ
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う
に
補
完
的
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、さ
ま

ざ
ま
な
機
関
で
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
取

扱
い
指
針
と
し
て
国
が
通
知
等
で
定
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の「
は
り
、き
ゅ
う
及
び
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の
取
扱
い

に
関
す
る
疑
義
解
釈
」と
い
う
事
務
連
絡
通

知
の
発
出
元
は
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

課
で
、あ
て
先
は
地
方
厚
生（
支
） 

局
医
療

課
、都
道
府
県
民
生
主
管
部（
局
）、国
民
健

康
保
険
主
管
課（
部
）、都
道
府
県
後
期
高
齢

者
医
療
主
管
部（
局
）、後
期
高
齢
者
医
療
主

管
課（
部
）で
、あ
マ
指
師
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。厚
生
労
働
省
は
通
知
の
前
文
で「･･･

関

係
者
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に･･･
」と
し

て
い
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
保
険
者

な
ど
で
は
な
く
加
入
し
て
い
る
請
求
団
体

な
ど
か
ら
こ
れ
ら
の
情
報
が
入
り
ま
す
。

　

療
養
費
の
改
定
は
お
よ
そ
２
年
に
１
度

の
６
月
頃
に
行
わ
れ
る
と
い
う
目
安
は
あ

り
ま
す
が
、通
知
が
い
つ
発
出
さ
れ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
の
で
、個
人
請
求
の
先
生
は
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
絶
え
ず
調

べ
続
け
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。通
知
を

知
ら
ず
に
返
戻
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
情
報
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
手
技
療
法
協
会
の
会
員
に
な
り
本
誌

を
見
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
ま
す
。会
員
に
な

る
こ
と
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

  5 月 10 日   5 月 12 日

  6 月　7 日   6 月　9 日

  7 月　5 日   7 月　7 日

  6 月 19 日   6 月 21 日

  7 月 24 日   7 月 26 日

  8 月　2 日   8 月　4 日

  5 月 22 日   5 月 24 日

第254回

第255回

第256回

第257回

第258回

第259回

第260回

※
疑
義
解
釈
は
原
文
の
ま
ま
で
す
が
誌
面
の
都
合
で
一
部

割
愛
し
て
い
ま
す
※



  5 月 10 日   5 月 12 日

  6 月　7 日   6 月　9 日

  7 月　5 日   7 月　7 日

  6 月 19 日   6 月 21 日

  7 月 24 日   7 月 26 日

  8 月　2 日   8 月　4 日

  5 月 22 日   5 月 24 日

第254回

第255回

第256回

第257回

第258回

第259回

第260回



NPO 法人
日本手技療法協会

主催相談会

費用

内容

会員無料
非会員：5,000 円

個別相談　90 分間

定員 先着順で定員になり次第締め切りま
すのでお早めにお申込みください

会場

ボディバランスアカデミー内教室

TEL : 03-5296-9055

申込
方法

お電話でお申し込みください。参加者には参
加整理券を送付いたします。日程、時間調整
のため本協会スタッフがお電話を差し上げる
ことがございますので、ご了承ください。

東京都千代田区神田淡路町 1-1-1
（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸の内線・
 淡路町駅　Ａ５出口　徒歩１分）

24日 土

6日

20日

3日

17日

1日

15日

5日

19日

5月 6月 7月 8月

22日

8日

5月 6月 7月 8月

27日 24日

10日

26日

12日13日



NPO 法人
日本手技療法協会

主催相談会

費用

内容

会員無料
非会員：5,000 円

個別相談　90 分間

定員 先着順で定員になり次第締め切りま
すのでお早めにお申込みください

会場

ボディバランスアカデミー内教室

TEL : 03-5296-9055

申込
方法

お電話でお申し込みください。参加者には参
加整理券を送付いたします。日程、時間調整
のため本協会スタッフがお電話を差し上げる
ことがございますので、ご了承ください。

東京都千代田区神田淡路町 1-1-1
（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸の内線・
 淡路町駅　Ａ５出口　徒歩１分）

24日 土

6日

20日

3日

17日

1日

15日

5日

19日

5月 6月 7月 8月

22日

8日

5月 6月 7月 8月

27日 24日

10日

26日

12日13日









第49号
● 【 こ こ を チ ェ ッ
ク！】接骨院開業のト
レ ン ド ＆ 要 注 意 ポ イ
ント　● 患者満足度
アップの電話応対法  

第50号
● 【柔道整復師の未来
を占う　● ネーミン
グ入門　● 『厚生労働
大臣 新年挨拶』塩崎 恭
久

第51号
● 治療院コンサルタ
ントが語る「接骨院の
経 営 と 成 功 へ の 鍵 」　
● 第24回国家資格合
格者発表

第52号
● 歯 科 業 界 に み る　
● 機能訓練指導員と
柔道整復師介護・リハ
ビリの現場で「機能訓
練指導員」が注目され
ている

第53号
● その道のプロに聞く　
● 繁盛店になるまで

「奮戦記」　● 柔整師と
医師の大論争「亜急性」
について考える

第54号
● ２０１７年は柔道整
復業界の分水嶺　● 厚
生労働大臣　新年挨拶　
● 気をつけよう！請求
団体を選ぶコツ

バックナンバーの購入は各号、1冊1,000円(税別）+送料+手数料300円（会
員は送料・手数料は無料）です。ご希望の方は下記までお申込み下さい。在庫
数に限りがあるため、ご希望に添えない場合がありますので、あらかじめご
了承下さい。完売しています創刊号〜第4号、第6号、第7号、第22号、第25号、
第32号、第34号、第37号につきましては会員限定で、モノクロ（1頁30円・送料
別）またはPDFファイル（1冊500円・CD-R代・送料別）にてお分けいたします。

お問合せ先・〒101-8691日本郵便株式会社  神田郵便局郵便私書箱
第55号『ひーりんぐマガジン』編集部
TEL 03-5296-9061　FAX 03-5296-9056
http://www.e-shugi.jp/

バックナンバーのご紹介

創刊号　売り切れ
● 柔整請求団体の現状と課題　● 他店舗展開に成功!そのノウハウと秘訣
第2号　売り切れ
● 不正請求の実態 　● 手技療法家のための賠償責任保険
第3号　売り切れ
● 不正請求の実態 　● 手技療法家のための賠償責任保険
第4号　売り切れ
● 整形外科医から見た柔整師 　● 不正請求の実態2
第5号
● 覆面座談会 行きたい・行きたくない治療院　● 不正請求の実態3
第6号　売り切れ
● 不正請求の実態4　● 柔道整復試験財団　● 今から間に合う国試対策ー柔整編
第7号　売り切れ
● 個人情報保護法ー治療院での対応は　● 覆面座談会
第8号
● 不正請求の実態5 患者アンケート　● “増患請負人”のマル秘テクニックを公開
第9号
● 院内デザインの奥義　● ホームページの活用とポータルサイト
第10号
● 節税対策と資産形成 生命保険の活用…前編　● 続・院内デザインの実際
第11号
● 続・交通事故と接骨院－実録　● 院内デザインの実際 Vol.3
第12号
● 開業資金節約　● 不用品のリサイクルで経営改善　● 院内デザインの実際 Vol.4  
第13号
● 覆面座談会　● "高齢者向け筋トレ"を中心とした介護予防のノウハウを学ぶ
第14号
● 新春覆面放談 国家資格はもういらない？　● SPマークとその効用
第15号
● 「初歩の会計教室」番外編　● 第15回国試合格者
第16号
● ATのワザを日常の手技に取り入れる　● 請求団体を探る　● 自由診療に役立つ機器導入
第17号
● 請求団体を探る2　● 体幹チューニングPart2　● 民間資格の法律的背景
第18号
● 新春スペシャルトーク　● 治療院業界専門の人材派遣の有効利用
第19号
● 食育と手技療法、後期高齢者医療制度とその裏側　● 第16回合格者発表
第20号
● モンスターペイシェントの実態　● 広告宣伝の効果と具体例〜折込チラシ編
第21号
● 超多忙の年末に備える！　● 手技療法業界の将来を読む
第22号　売り切れ
● 大阪気質に学べ! 不正請求キャンペーンなど跳ね返す　● 業界初? 入金開示の請求会社
第23号　売り切れ
● 緊急電話アンケート　● 第17回国試合格者発表
第24号
● 新型インフルエンザ対策などにみる院内感染予防法  ● 開業セミナーに見る柔整師気質
第25号　売り切れ
● 保健・衛生行政業務報告に見る接骨院の現状
第26号
● 食べる社会貢献と接骨院の取り組み
第27号
● 民主党政権が目指す手技療法業界とは？　● 第18 回国試合格者発表
第28号
● 平成22年療養費改定とその背景　● 手技療法家のためのコミュニケーション術
第29号
● 賢く医師とつきあう方法　● この秋！技術を深める！
第30号
● これからの柔整業界を占う！　● “自費治療家”に聞く

第31号
● 求められる医師との連携　● TwitterやFaceBookは治療院PRに有効か？  
第32号　売り切れ
● 間違いだらけの治療院の経営と運営　● 治療院お役立ち企業
第33号
● 警察OBの対策に学ぶ　● 今からでも間に合う柔整国試対策のコツ
第34号　売り切れ
● 統合医療の未来　● 新春メッセージ　● 社員教育コンサルタントが語る  
第35号
● いまどき柔道整復業界　● 患者の心をつかむ会話術
第36号
● どうなる療養費改定!?　● 正しい交通事故対応法
第37号　売り切れ
● 続・どうなる療養費改定!?　● 要注意!手技による事故増加 
第38号
● 手技療法家に聞きました　● 「シリーズ 喝！」 柔整師かくあるべし!
第39号
● 柔整・あはき施術の療養費の一部改正　● 第21回国家試験合格者発表
第40号
● ひーりんぐマガジン記事に見る手技療法の変遷　● 手技療法業界10年史
第41号
● DATAに見る柔道整復師の動向  ● 若手治療家でも身につけられる関節ストレッチ＆トレーニング
第42号
● 【増税直前特集】療養費扱い 治療院への影響  ● あと1 ヵ月の国試対策「柔整編」
第43号
● 第22回国家試験 合格者発表　● スタッフ採用のためのマル秘ポイント
第44号
● 院内外Designを考える　● 領収書の運用を検証する
第45号
● 院内外Designを考える　● 間違いだらけの治療院経営法
第46号
●  新春座談会「患者さんから見た治療院」　● 年頭所感 厚生労働大臣 塩崎恭久氏
第47号
● 若手治療家大いに語る　● 船井流 新卒人材確保術  ● 第23回国家試験合格者発表
第48号
● 院の看板、どうしていますか？　● 集客の決め手となる技術を学ぶ！
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　集客から顧客化、ブランディング、リピート率アップまで
この1冊ですべてわかる。接骨・整骨、整体、鍼灸、クイック
マッサージ、カイロプラクティックなど、業界最大級のＰＣＣ
治療家塾から導かれた開業・運営マニュアルの決定版。 
　治療院リラクゼーション経営で成功・繁盛したい人、特に
専門学生から開業10 年選手にとっての必読書。

著者  ＰＣＣ治療家塾代表・患者満足推進協会代表  花谷
博幸/発行日  2017年1月23日/発行所  かんき出版発行/定
価 1600円（税抜）

ひーりんぐマガジン _55号_広告_読者プレゼント（cc2014）
2017.04.10   神山(2)  1415

● 序章・治療家セラピストの実態と夢
● １章・繁盛治療院に必要なインフラツール
● ２章・開業する前に知っておきたいこと
● ３章・繁盛治療院リラクゼーションの作り方
● ４章・「解れば繁盛」の儲けの仕組み
● ５章・繁盛する治療コミュニケーション術
● ６章・注意すべき経営の落とし穴

同封のアンケートにお答えいただいた方の中から抽選で５名様に「初めての人でも成功する！ 
治療院リラクゼーション経営塾」をプレゼント！  ぜひご応募ください！

5月20日 6月17日
7月15日 8月19日

（事前の申し込みが必要です）
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